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Ⅰ．調査概要 

1. 調査目的 

本調査は、第 3 期日田市男女共同参画基本計画の策定にあたり、市民の家庭生活・職場・

社会活動等の様々な場面における男女の意識や実態を把握し、基本計画策定の基礎資料と

するとともに、市民の男女共同参画に関する意識啓発を行うことを目的として調査を行った。 

調査の大項目は下記のとおりである。 

 

1．回答者の属性 

2．男女の意識について 

3．家庭生活について 

4．仕事について 

5．地域活動について 

6．男性と女性の人権について 

7．政策決定の場への女性の参画について 

8．男女共同参画の実現について 

 

 

2. 調査設計 

① 調査対象 …日田市内に住民票を有する 16歳以上の男女 

 （平成 31年 4月 1日時点：56,292人） 

② 調査方法 …郵送による配布及び回収 

          パソコン・スマートフォンによる回収（電子調査） 

③ 調査期間 …令和元年 5月 14日～6月 17日 

 

 

3. 標本の抽出方法と集計の統計的有意性について 

本調査は、小学校区を基本に市内 20 地区に分け、それぞれの地区の人口に応じて性別及

び年齢層を考慮し、按分して配布した。 

配布数については、統計学的にはある一定の数を超えると票数を大幅に増やしても、誤差は

変わらなくなるとされている。この「一定の数」は、目標誤差が 3～5％以内であればよいとされて

いることから、本調査では目標誤差を許容範囲最大の 5％と設定した。 

これを次の「サンプル数と誤差の関係式」で計算すると、住民の意向が把握できる有益な票

数の下限は約 384 票と算出できた。前回調査を鑑みて回収率を 48％と想定した場合、配布数

は 800票余りでよい試算となるが、各設問の回答結果を男女別でも考察する必要があることや、

回収率が想定を下回る可能性も考慮し、統計学的に有益な票数を確保するため 1,700 通を配

布した。 

  



 

2 

 

 

サンプル数と誤差の関係式 

必要なサンプル数 ＝ 
有意水準 2×Ｐ（１－Ｐ） 

目標誤差（％）2 
 

＝ 
（1.96）2×0.5（1-0.5） 

（0.05）2 
≒ 384 

＊有意水準：統計学の「正規分布表」から有意水準 5％の定数（＝1.96） 

 

 

4. 回収結果 

配布数 …1,700部 

有効回収数 …637部（郵送回答：607  電子調査回答：30） 

有効回収率 …37.5％  ※前回（平成 26年度）調査 47.9％ 

 

 

5. 報告書の見方 

① 文中及び各図にある用語は次のとおり。 

・今回調査/全体 …今回の調査における当該設問の回答者の計 

・前回調査 …日田市において平成 26年度に実施した同調査 

・県調査 …大分県が平成 26年度に実施した 

「男女共同参画社会づくりのための意識調査」 

・内閣府調査 …内閣府が平成 28年 9月に実施した 

「男女共同参画社会に関する世論調査」 

・若年層 …16～39歳 

・中年層 …40～59歳 

・高齢層 …60歳以上 

② 回答は、回答者数を基数とした百分率（％）で表し、小数第 2 位を四捨五入しているため、

その合計が 100％にならならい場合がある。 

③ 性別無回答者が生じたため、図によっては男性と女性の各有効回収数の合計が、その設

問の総回答数と合致しないものがある。 
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Ⅱ．調査結果 

1. 回答者の属性 

問 1 性別 

・回答割合は、女性が 56.4％、男性が 43％であった。 

 

 

問 2 年齢 

・回答者の割合は、若年層が 24.6％、中年層が 32.7％、高齢層が 42.5％であった。 

 

 

男(n=274）

43.0%

女（n=359)

56.4%

その他(n=0)

0.0%

無回答(n=4)

0.6%

全体(n=637)

24.6%

17.9 %

32.7%

31.7 %

42.5%

48.6 %

0.2%

1.7 %

【R1】今回調査（n=637)

【H26】前回調査(n=814)

若年層(１０代～３０代） 中年層（４０代～５０代） 高齢層（６０代以上） 無回答

5.8%

5.5%

8.8%

12.8%

19.0%

21.5%

26.6%

0.0%

5.3%

8.1%

15.0%

17.5%

16.2%

22.0%

15.9%

0.0%

5.5%

6.9%

12.2%

15.4%

17.3%

21.8%

20.7%

0.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

無回答

男(n=274) 女(n=359) 全体(n=637)
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問 3 就労の状況 

・全体的に、回答割合が最も高かったのは「会社員・公務員・団体職員などの正職員・正規職員」の 29.7％で

あった。これは特に男性の回答で、38.7％と高かった。 

・女性の回答では、最も割合が高かったのが「アルバイト・パート・臨時雇用」の 26.5％であった。 

 

 

 

 

9.5%

10.2%

38.7%

6.9%

2.9%

0.7%

5.8%

4.7%

15.0%

5.5%

4.5%

8.6%

23.1%

26.5%

2.2%

1.9%

5.8%

18.1%

4.7%

4.5%

6.6%

9.3%

29.7%

17.9%

2.5%

1.4%

5.8%

12.2%

9.4%

5.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

自営業（農林漁業）またはその家族従業員

自営業(商工業・サービス業・建設業・開業医等)また

はその家族従業員

会社員・公務員・団体職員などの正職員・正規職員

アルバイト・パート・臨時雇用

その他

働いているが、今は休業中（今後、同職への復職の予

定が決まっている方

学生

専業主婦・主夫(外で働いておらず専ら家事に従事して

いる方）

無職(外で働いておらず家事にも従事していない方)

無回答

男(n=274) 女(n=359) 全体(n=637)
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問 4 結婚の状況 

 ・前回調査と同様に、全体的に「結婚している（事実婚を含む）」の回答割合が最も高く、64.4％であった。 

 

 

 

 

 

 

問 5 共働きの状況 

・全体的に「共働きである」という回答割合が 57.6％と最も高かった。 

・「夫婦共に働いていない」という回答は前回より 10.5％減っている。 

 

 
 

75.1% 22.7% 2.2%【H26】前回調査(n=814)

結婚している(事実婚を含む) 結婚していない 無回答

65.7%

63.5%

64.4%

21.9%

18.7%

19.9%

10.9%

17.3%

14.4%

1.5%

0.6%

1.3%

男 ( n = 2 7 4 )

女 ( n = 3 5 9 )

【R 1】今回調査 ( n = 6 3 7 )

結婚している(事実婚を含む) 結婚していない 結婚していたが離別・死別した 無回答

52.8%

61.4%

57.6%

45.5 %

19.4%

17.5%

18.3%

27.8 %

18.3%

10.1%

13.7%

24.2 %

9.4%

11.0%

10.5%

2.5 %

男(n=180)

女(n=228)

【R１】今回調査(n=410)

【H26】前回調査(n=611)

共働きである 共働きでない 夫婦共に働いていない 無回答
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問６ 家族構成について 

・全体的に「親と未婚の子（二世代世帯）」の割合が最も高く、28.3％であった。 

 

14.2%

25.5%

24.8%

6.6%

9.9%

10.6%

8.4%

11.1%

17.3%

31.2%

9.7%

12.8%

12.0%

5.8%

12.4%

20.9%

28.3%

8.3%

11.5%

11.3%

7.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

一人暮らし

夫婦のみ

親と未婚の子（二世代世帯）

親と子どもの夫婦（二世代世帯）

親と子と孫（三世代世帯）

その他の世帯（いずれにもあてはまらない世帯）

無回答

男(n=274) 女(n=359) 全体(n=637)



 

7 

 

問 7 地域 

 ・全体的に「咸宜」の割合が最も高く 14.4％であった。 

 

 

5.8%

2.9%

14.6%

9.1%

6.9%

12.0%

5.1%

3.3%

6.6%

4.0%

2.2%

0.7%

1.5%

0.7%

4.4%

1.1%

1.1%

2.2%

4.7%

5.8%

5.1%

7.2%

7.0%

14.5%

8.1%

7.0%

12.8%

5.0%

2.2%

6.1%

4.5%

2.2%

1.4%

0.6%

1.1%

3.1%

1.4%

0.6%

0.8%

4.5%

6.7%

3.3%

6.6%

5.2%

14.4%

8.5%

6.9%

12.4%

5.0%

2.7%

6.4%

4.2%

2.2%

1.1%

0.9%

0.9%

3.6%

1.3%

0.8%

1.4%

4.6%

6.3%

4.6%

0.0% 3.0% 6.0% 9.0% 12.0% 15.0%

日隈

若宮

咸宜

桂林

三芳

光岡

高瀬

朝日

三花

西有田

東有田

小野

大鶴

夜明

五和

前津江

中津江

上津江

大山

天瀬

無回答

男(n=274) 女(n=359) 全体(n=637)
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2.男女の意識について 

問 8 性別役割分担に対する意識 

「男は仕事、女は家庭」と性別によって役割を固定する考え方についてどう思いますか。 

（単一回答） 

 ・前回調査とは選択項目が異なるため単純比較はできないものの、性別役割分担に「賛成」の回答割合は今回

のほうが 5.4ポイント低かった。 

 ・内閣府調査と比較すると「賛成」の回答割合は日田市のほうが 4.9 ポイント低かった。また、「反対」の割合は日

田市のほうが 4.5ポイント高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

8.8%

9.3%

52.1%

36.5%

34.9%

49.8%

2.4%

2.5%

1.9%

2.0%

【H26】県調査（n=1,289)

【H26】前回調査(n=814)

賛成 反対 どちらともいえない わからない 無回答

6.6%

1.9%

3.9%

11.3%

8.6%

9.7%

31.8%

29.5%

30.6%

17.9%

26.2%

22.4%

23.0%

25.1%

24.0%

5.8%

6.4%

6.1%

3.6%

2.2%

3.1%

男(n=274)

女(n=359)

【R1】今回調査(n=637)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

8.8% 31.7% 34.8% 19.5% 5.1%【H28】内閣府調査（n=3,059)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない
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≪問 8：年代別の回答状況≫ ※性別無回答者・年齢無回答者除く 

  

・若年層では、「どちらかといえば反

対」と回答された割合が 28.0％と、ど

の年代より高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中年層では「どちらともいえない」と

回答された割合が 33.2％とどの年

代より高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「性別役割分担に賛成」の回答割

合は、6.7％とどの年代より高かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.8%

3.7%

6.7%

14.4%

11.0%

12.7%

31.8%

30.1%

31.0%

13.6%

20.6%

17.2%

18.9%

19.1%

19.0%

6.1%

11.0%

8.6%

5.3%

4.4%

4.9%

男(n=132)

女(n=136)

全体(n=268)

高齢層

賛成 どちらかといえば賛成

どちらともいえない どちらかといえば反対

反対 わからない

無回答

3.4%

1.7%

2.4%

9.2%

7.4%

8.2%

34.5%

32.2%

33.2%

23.0%

27.3%

25.5%

23.0%

27.3%

25.5%

4.6%

3.3%

3.8%

2.3%

0.8%

1.4%

男(n=87)

女(n=121)

全体(n=208)

中年層

賛成 どちらかといえば賛成

どちらともいえない どちらかといえば反対

反対 わからない

無回答

3.6%

0.0%

1.3%

7.3%

6.9%

7.0%

27.3%

25.5%

26.1%

20.0%

32.4%

28.0%

32.7%

30.4%

31.2%

7.3%

3.9%

5.1%

1.8%

1.0%

1.3%

男(n=55)

女(n=102)

全体(n=157)

若年層

賛成 どちらかといえば賛成

どちらともいえない どちらかといえば反対

反対 わからない

無回答
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≪問 8：理由≫ 
＊文章は原文を基本としていますが、紙面の都合等で一部抜粋しています。 

 

１.賛成 

１． それでうまくいっている。それぞれの家庭の形。【40代・男・光岡】 

２． 体力もちがうしそれぞれ得手不得手がある。【50代・男・若宮】 

３． 家庭のことができない。【50代・男・朝日】 

４． 誰かが家にいつもいて家を守る。【60代・男・東有田】 

５． 昔の考えかたかもしれないが女が外に出るとろくな事がない（不倫とか）今はバツイチが多い。【60代・男・

天瀬】 

６． どちらでもいいと思います。家にいて子供をむかえ入れたら、子供は幸せです。【60代・女・西有田】 

７． 基本的に女性は子供を産み育むという大きな事をになっている。【70歳以上・男・桂林】 

８． 正しい家庭を築くため良いこを育てる為。【70歳以上・男・天瀬】 

９． 女の人が家庭いる方が子供、孫の為に良い。【70歳以上・女】 

１０．これ迄そう思って生きてきました。【70歳以上・女・東有田】 

 

 

2.どちらかといえば賛成 

１． 役割を固定すると差別になると思います。ですが私の考えは固定しないけど男がやっぱり働いて稼いだ方

がいいと思います。【10代・男・桂林】 

２． 女性は子どもが産めるから。【10代・女・咸宜】 

３． お互いその方が向いているのではないかと思うから。【20代・女・西有田】 

４． 男は仕事、女は家庭に異を唱える理由があまりないから。どちらかといえば賛成にしたのは女性で働く方

が得意で男性で家事が得意という人もいるだろうし、そういう夫婦はそうしたらいいと思うから強制する事で

は無いから。【30代・男・大山】 

５． 差別になるかもしれないが、男性にかせいでもらい、家のことをしたい気持ちはある。【30代・女・三花】 

６． 子どもが生まれたら場合はどうしても一定期間は母親が子どもの側に居て子育てをしていく方が良いと考

えるため。子どもの為にも。【30代・女・東有田】 

７． そのほうが社会の効率が高いから。【40代・男・日隈】 

８． 昔は今と違ってますが、大方賛成。でも男の人も家事とかの手伝いはすべきです。【40代・女・西有田】 

９． 夫が働くほど妻の私には収入がない。私が子供の世話・学校行事・地域のことをすれば、夫は仕事に専念

出来る。子供が大きく成長すれば、親の介護が始まる。するとお金が必要、働けるうちはかせいでもらいた

い。【40代・女・咸宜】 

１０．男女平等も理解できますが、やはり男女でできる事、できない事の役割はあると思います。完全に線引き

をする必要はないと思いますが家庭内のことや子どものこと（特に細かい事等）は母親がする方がスムーズ

だと思います。【40代・女・光岡】 

１１．女性では生活を支えるだけの収入がないから、子供が小さいうちは母親が家に居た方が良いから。【40

代・女・三芳】 

１２．家庭と仕事もたくさんありすぎるので専念できる環境であればその方がよいと思う。【50代・女・咸宜】 

１３．女性としては反対と申し上げたいところだが、考え方が移る前に育った男性は思っていても、実際は仕事

がおわれば家庭の事はする気がない。ならば、女性は家庭をもつなら仕事中心にすべきではないと思う。

【50代・女・前津江】 

１４．身体上都合。【50代・女・光岡】 

１５．母親という意識薄れない程度に仕事をするならよいと思う。【50代・女・五和】 

１６．子供の小さい時は「母さんただいまー」が理想です。【60代・男・上津江】 
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１７．女の人が家にいて子供など自分の手で育ててほしい！！【60代・男・天瀬】 

１８．個人的にそう思う。【60代・男・咸宜】 

１９．一般的に男が仕事をした方が賃金が高い。女性が仕事をしても賃金が安いし家庭となるのでは。【60代・

女・桂林】 

２０．家のローンや子供の教育費のために働いたが子供のためには家にいてあげたかった。【60代・女・光岡】 

２１．収入が多くあれば。【70歳以上・男・三芳】 

２２．自営では家族の協力がないと（小規模）やっていけないと思います。大変ですが出来る範囲で少しでも手

助けすることが生活の安定につながると思います。他所で働く人達でも人で若い時から勤めた人は老後を

幸せに安定した生活をしています。【70歳以上・男・桂林】 

２３．子育てに十分目が届くから。子供が大きくなれば仕事も考えてよい。（子供のために）【70歳以上・女・若

宮】 

２４．身体のつくり、今までの歴史。【70歳以上・女・不明】 

２５．仕事も大事、家庭生活も大事。しっかり家庭を守るには女性の方が向いていると思う。【70歳以上・女・桂

林】 

２６．やっぱり日本は男の国です。女性が働くということになればアルバイトぐらいで男の人より一歩さがって生

活した方がイザコザが少なくなると思う。【70歳以上・女・西有田】 

 

 

3.どちらともいえない 

１． 働いて稼ぐ必要はあるがやりきれない家庭と言うのもある。【10代・男・桂林】 

２． きまりがないから。【10代・男・咸宜】 

３． 男女平等は必ずそうあるべきだと思う。しかし、需教の教えにより、根強い固定観念があり、それも文化継

承と考えると難しい。【10代・男・西有田】 

４． 人によるから。【10代・男・日隈】 

５． 母もお仕事して働いています。【10代・男・光岡】 

６． 考え方は自由だから。【10代・男・三芳】 

７． 両方が理解できれば働いたり家事したりしてよいと思う。【10代・女・三花】 

８． 性別により区別するものでなく、本人の意志により（夫婦の意志）決めるべきものだと考えているが、男性と

して特徴（肉体的強さ）女性としての特徴（出産）を考えた時または、本人達が考えた時に結論を出すこと

が難しいと考えている。言うならば周りの人間が賛成及び反対の意思表示をすることが、本人達のために

なると考えていない。【20代・男・光岡】 

９． どちらでもいい。【20代・男・不明】 

１０．できる事をできる人がすればいいと思う。【30代・男・三芳】 

１１．それぞれ個人の価値観が表面化する時代になり、所謂昔ながらの考え方は通用しないと思う。本音では、

男なら金を稼ぐべきだと考える。【30代・男・西有田】 

１２．いろいろなパターンがある為。【30代・女・東有田】 

１３．現在は働く女性も増えてきている。【30代・女・日隈】 

１４．それぞれ家庭の環境がちがうから。【30代・女・日隈】 

１５．ジェンダーバイアスな考えを正義として押し付けてくる人には嫌悪するが、そこまでないのなら、その考え

でもよいかと思う。【30代・女・咸宜】 

１６．性別によって固定されるのは自由がなくなるが、そもそも女性が仕事をしなくてはならない環境にされすぎ

ている。逆に女性は家庭に戻るべきだとも思う。【30代・女・咸宜】 

１７．そのような考えもあるし必ずしもそれが正しいとは思わない。逆もある。【30代・女・光岡】 

１８．共働きになると女にも時間がなくなる為。【30代・女・光岡】 
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１９．働きたい人は働けばいいと思う。生活の為に働かなきゃいけない人もいるし。働かなくて生活できるなら、

そうすればいいと思う。【30代・女・光岡】 

２０．女の人が一生懸命仕事するのは良い事だが、放置された子どもが多くなり、自分の子どもが外でイジメを

している事に気づいていない家庭が多い。ある程度どちらかは家庭を守っていてほしい。【30代・女・桂

林】 

２１．子供を産むのが女性である限り育児休暇も必要だし正社員ではない限り、その間収入がないので夫に働

いてもらうしかないから。【30代・女・不明】 

２２．人それぞれ考えがちがうと思うから。【30代・女・高瀬】 

２３．共働きの家庭が多い中で女性の負担も大きいと思うので、出来る範囲の家事を手伝う男性が理想。しか

し、家庭毎の事情や得意、不得意を考慮して家庭内で役割分担出来ればと思う。【40代・男・桂林】 

２４．お互いに出来ることをした方が良い。【40代・男・三芳】 

２５．女は選択すれば良いと思う。一人の人生として考え希望してほしい。【40代・男・日隈】 

２６．現代において役割を固定するのはおかしいと思うが、男性にむいているもの女性にむいているものも確か

にあると思うので。【40代・女・光岡】 

２７．そうと言える事もあれば、時代の流れによってそうとは言えない事もあるから。【40代・男・三花】 

２８．家庭の状況等、色々あると思います。各家庭、家族が話し合って決めればと思います。昔とは違うので、決

まった考えはないと思います。【40代・男・五和】 

２９．健康上等、各々の理由があると思うので。【40代・女・日隈】 

３０．いろいろな考え方があり、働きたい人は働けば良いし、家事も重要な仕事だと思うし。外で働く事もとても

大変な事だから。【40代・女・高瀬】 

３１．男性にしかできない仕事、女性にしかできない仕事はあると思うが、家庭の事も男性でもできるし、しっかり

働くことも女性でもできると思います。お互い助けあうことで両立を！！【40代・女・若宮】 

３２．人それぞれなので。【40代・女・桂林】 

３３．人によって向き不向きがあるから性別はあまり重視しなくても良いのでは・・・。【40代・女・桂林】 

３４．家庭の事情で夫婦で決めれば良いこと。【40代・女・三花】 

３５．個人的には反対だが日本の社会のシステムがそれに追いついてない現状があり、ある程度仕方ないかと

思う。【40代・女・三芳】 

３６．女は仕事だけすれば良いと思うけど金銭的精神的に無理だと思う。【40代・女・朝日】 

３７．男女の違いというより、個人個人の特性（向き不向き）があるので、「男は仕事、女は家庭」と一概には言え

ないと思うが割合的に家庭の仕事は女性の方が向いているような気がするから。（これも古い考えです

ね・・・）【40代・女・天瀬】 

３８．個々の家庭の事情で良いと思う。【40代・女・三芳】 

３９．共働き家庭だとお互いの協力が必要だと思うので、役割を固定されると女性ばかり大変だと思うから。【40

代・女・三芳】 

４０．男女で出来る事（得意な事）によっては助けあって行えばよいと思う。【50代・男・高瀬】 

４１．男は仕事、女は家庭でうまく行っていればそれで良いし女は仕事で男は家庭でうまく行けばそれでも良

い。半々でも良い。【50代・男・中津江】 

４２．時代が変わればかんがえ方も変わるし、男女平等って言葉もあるし。【50代・男・若宮】 

４３．双方で話し合いで共働きでも OK。【50代・男・咸宜】 

４４．今はいろんな家庭があるのでどちらともいえないです。【50代・男・光岡】 

４５．それぞれの環境や考え方などあると思う。【50代・男・日隈】 

４６．仕事の内容により男性に向く仕事。女性に向く仕事があると思う。固定すべきものではない。【50代・女・東

有田】 

４７．とても古い考え方であるとは思うがそれによりうまく生活できている部分もあると思う。【50代・女・西有田】 
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４８．働かなくて成り立つならば家庭の事をしたい気持ちもあるが、多くの方が働く状況にある。そうであるなら協

力し合わないと家庭はうまく成立しないと思う。【50代・女・西有田】 

４９．年齢や子育ての時など「女性でしかできない」事もあるかなと思います。【50代・女・光岡】 

５０．考え方には個人差があるので、それぞれの考え方があって良いと思う。【50代・女・日隈】 

５１．適材適所、各人の適正による。【50代・女・日隈】 

５２．男女平等とは思うがそれに向いている方がすれば良い。【50代・女・朝日】 

５３．適材適所。【50代・女・上津江】 

５４．今は女性も仕事をするし、男性も家事をする人（主に若い人）がいると聞きます。【50代・女・咸宜】 

５５．女性は結婚し家庭に入るとは今は決まっていなく共働きが多くなっています。その中でお互い家庭では出

来る事を出来る人がすればよいと思いますし、仕事の面でも力仕事はどうしても男性にお願いする事が多

くなります。お茶出しなどは女性が多い。【50代・女・三芳】 

５６．苦手な人もいるので協力してやればいいと思う。【50代・女・三芳】 

５７．人それぞれ。【50代・女・天瀬】 

５８．私は家事が苦手できれば仕事を優先したい。【50代・女・天瀬】 

５９．２（どちらかといえば賛成）に近いが子供がいるとやはり女性が家庭にいる方が家庭がうまくまわる気がしま

す。【50代・女・三花】 

６０．各家庭の経済状態がちがう！【60代・男・咸宜】 

６１．夫が賃金が高いなら奥さんは家庭にいてもいい。夫が賃金が安いなら奥さんは働けばいい。【60代・男・

咸宜】 

６２．生活の為に男女ともに働くべき。【60代・男・咸宜】 

６３．男女それぞれの良さがあると思う。ただ、時代的にも夫婦の考えがあると思うので逆もありだと思う。【60

代・男・桂林】 

６４．男女共能力主義。只、女と男では身体の構造が異なることは事実であり、特性に応じた対応も必要。【60

代・男・桂林】 

６５．その家の状況で決めれば良い。私の家は代々共働きですので男も家事します。【60代・男・三花】 

６６．時と場合。仕事によって家庭を手伝いをすべき。【60代・男・不明】 

６７．許される限り本人の意志。【60代・男・光岡】 

６８．人それぞれ。【60代・男・東有田】 

６９．今まで共働きをしていたから。【60代・女・桂林】 

７０．今の時代、夫だけの給料では生活できない。夫婦共働きがあたりまえになっている。【60代・女・天瀬】 

７１．仕事の内容によって男の人の方が良い時とか女の人の方が良い時があるので。【60代・女・三花】 

７２．それぞれで出来る事をやれば良い。【60代・女・咸宜】 

７３．夫の収入による。【60代・女・咸宜】 

７４．男女の役割を固定した方が良い時もあるが協力してもらいたい時もあるのでどちらとも言えない。【60代・

女・若宮】 

７５．私自身男は仕事女は家庭という考え方に何も不満を持たずに生きて来ましたが、能力のある人が女だか

らと仕事が思うようにできないのは困る。【60代・女・高瀬】 

７６．本人の思いが大切。【60代・女・日隈】 

７７．人として男女関係なく自立したいという考え方で女性でも仕事を優先してもいいのでは。【60代・女・若宮】 

７８．女性が働くことは良いと思います。しかし、子育てにあたってはむずかしい問題も多類あります。大事なこと

は男性の協力が一番です。それがないかぎりはむずかしいです。【60代・女・若宮】 

７９．各家庭の都合に（考え方に）合わせれば良いと思う。【60代・女・朝日】 

８０．私もパートで６時間程度働いていました。主人は朝早くから仕事に行っていましたが、子供の学校行事、

町内の事ほとんど私がしています。本当に大変でした。【60代・女・光岡】 
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８１．できる者ができる時にすれば良い。まっ！私の方がする事が多いですけどネ(笑)。【60代・女・大山】 

８２．仕事作業によって人はそれぞれ秘めた力を持っている。【60代・不明・不明】 

８３．収入の面などで。【70歳以上・男・桂林】 

８４．家庭の生活状況によると思います。【70歳以上・男・前津江】 

８５．収入が少いと生活にひびくので共にかせぐ事も良い。【70歳以上・男・咸宜】 

８６．夫婦で何時迄も元気で長生きしたいから助け合う。【70歳以上・男・日隈】 

８７．男は仕事、女は家庭は古い考えであるから。【70歳以上・男・三花】 

８８．お互い声かけ合って自分に出来ることをすれば。【70歳以上・男・光岡】 

８９．女性にも自由に働く力がある。【70歳以上・男・不明】 

９０．いろいろな場面にそれぞれの役割はある。【70歳以上・女・大山】 

９１．子育て中は男性に働いて欲しいし、後には女性も働く方が良いと思う。（二人の合意協力のもとに）【70歳

以上・女・三花】 

９２．それぞれの家庭による。【70歳以上・女・日隈】 

９３．男が家庭でも良いと思う。【70歳以上・女・天瀬】 

９４．働ける人が仕事をすれば良いと思う。【70歳以上・女・天瀬】 

 

 

4.どちらかといえば反対 

１． 人には性別に関係なく得意なものや苦手なものがあり、それらにおいても得意の度合いや苦手の度合い

に個人差があるため、性別で一概に区別するのは良くない。しかし性別によって力の強さなどにおいては

差が出るため、そういった点においては臨機応変に性別を対応させる必要があると考えている。【10代・

男・前津江】 

２． その考えを押し付けるのは良くないと思う。女の人も男の人も得意なもの不得意なものがあるから。【10代・

女・日隈】 

３． 女でも家事が苦手な人もいる。男でも家事が得意な人がいるから。【10代・女・咸宜】 

４． 固定概念にとらわれるのはよくないと思うから。【10代・女・咸宜】 

５． 女性も社会進出している時代なのでどちらかといえば反対。【10代・女・西有田】 

６． 女だって働きたいし働く事を否定しているみたいで嫌だ。【10代・女・光岡】 

７． 男は仕事、女は家庭と断定的に決めていたら、それはもう差別であると私自身は思うから。【10代・女・桂

林】 

８． 人それぞれに意思や個性があり今の時代、男女で役割を決めつけるべきではないと思う。【20代・男・光

岡】 

９． 女性の社会進出がさらに活発になるべき。【20代・男・咸宜】 

１０．将来的に妻になる方には家庭の事を優先的にやってもらいたいが、日田の賃金がどうしても安いとこがあ

るので、働かざるをえないと思う。【20代・男・咸宜】 

１１．古い考え方だと思う。【20代・男・大山】 

１２．どちらも平等でなければならない。一方で男が全て家庭のことをするのは嫌。【20代・女・桂林】 

１３．それぞれ家庭によって違っていいと思う。【20代・女・東有田】 

１４．お互いやりたいようにするべきだと思うから。【20代・女・三花】 

１５．今は共働きも多く、男女で役割固定せず、やれる方がすれば良いと思う。【20代・女・五和】 

１６．男女とも得意な方が多くすれば良い。【20代・女・天瀬】 

１７．決まりはないと思うから。【20代・女・咸宜 

１８．家事育児などを全部押し付けられると困る。【20代・女・咸宜】 

１９．男、女でそれぞれの役割を決めるのは古い考えだと感じるから。【20代・女・前津江】 
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２０．共働きでないと生活できない世の中だから。【30代・男・高瀬】 

２１．共働きだから！！【30代・男・西有田】 

２２．日田は給料が安いから共働きでないと生活ができない。【30代・男・日隈】 

２３．共働きしなければ、経済的に大変であればしかたないと思うので。【30代・男・三芳】 

２４．女性も社会で活躍している。日田の給料では男性だけでやっていけない。【30代・女・咸宜】 

２５．得手不得手な分野は性別によらないため。【30代・女・咸宜】 

２６．別に男女問わず働いても良いし、男性が主夫をしても女性が主婦をしても良いと思います。それぞれの個

人の希望や家の事情に合わせて、性別関係なく役割を選択すべきだと思います。共に働き共に家事をす

るのも良いと思いますし・・・。【30代・女・咸宜】 

２７．各夫婦向き不向きが有るから適材適所、合理的に家族経営すれば良い。【30代・女・三花】 

２８．男の人も家庭のことをしてもいいと思うから。【30代・女・三花】 

２９．時代の流れ。今は女性が仕事して、男性が家庭にはいっている。家族のあり方もいいと思うから。【30代・

女・光岡】 

３０．時代に合ってない。【30代・女・高瀬】 

３１．仕事をしたい・家庭を守りたいというのは個人の自由であると思う。それぞれの家庭で折り合いをつけてい

けばよいと思う。【30代・女・高瀬】 

３２．「男は仕事、女は家庭」は昔の考えだと思う。女性だって仕事をずっとしていたい人もいると思うので。協力

し合う事が大事だと思う。【30代・女・五和】 

３３．古い考えだと思います。共働きが多いので出来る人が出来る事を！！家事も育児も分担してするのが理

想です。【30代・女・大鶴】 

３４．男性は仕事、女性は家庭と思いはあると思うが、やはりいろいろな行事にでるのは、女性がでる負担が多

いので、男性にもいろんな行事にでて、いろんな意味大変さを気づいてほしいです。【30代・女・西有田】 

３５．今の時代にそぐわない考え方である。性差はあるものの、男女は平等であるのでどちらかを固定するのは

おかしい。【30代・女・三芳】 

３６．女性も働く場は増えているので女は家庭とは限らない。シングルマザーも多い。【30代・女・不明】 

３７．平等であるべき。【40代・男・咸宜】 

３８．性別はあまり関係ないと思う。【40代・男・光岡】 

３９．女性も社会で働くことでいろんないいことがあると思う。【40代・男・光岡】 

４０．共働きとなるとその考えは通用しない。【40代・男・光岡】 

４１．女性も仕事で活躍しているから。【40代・男・東有田】 

４２．共働きだから夫も家事に協力すべき。【40代・女・若宮】 

４３．仕事は同じなのに給料がちがう会社もある。【40代・女・若宮】 

４４．出来る人が出来る事をすればいいと思う。【40代・女・夜明】 

４５．現在の風潮に合っていないと思うから。【40代・女・桂林】 

４６．家事ができない男性なんて人としてどうかと思うから。【40代・女・桂林】 

４７．出来る人が出来ることをする。【40代・女・小野】 

４８．共働きが多いので、家庭の仕事もお互いに協力してすればいいと思う。【40代・女咸宜】 

４９．役割分担は効率が良いがその人の持っている力が充分に発揮できない。生きる力が育たないのでは。

【40代・女・咸宜】 

５０．わが家では主人が料理ができませんので食事の準備は私がやりますが他の事は掃除や洗濯などよくやっ

てくれます。（共働きというのもありますが）子供たちにも家族の一員なのでいっしょにやろうと声をかけいっ

しょにやります。区別するより家族の一員だとういう考えです。【40代・女・三芳】 

５１．男女関係なくそれぞれが社会と結びつき（役割を担い）家庭内で協力して行うべきだと考えます。【40代・

女・高瀬】 

 



 

16 

 

５２．実際そうでないと今の世の中ではうまくいかない。本当は反対ですが、子供のことや主人の事を思うと女性

が家庭に入ったほうがうまくいくと思います。納得はしていません。【40代・女・日隈】 

 

５３．日田のような田舎で低賃金の割に家賃や物価が高いので働かないと生きていけない！！【40代・女・日

隈】 

５４．男性も女性も仕事と家庭の調和がとれることが一番だとかんがえる。母子家庭など片親が多くなっている

ため、役割固定は出来ないこともある。【40代・女・五和】 

５５．役割とよべる仕事はないと思う。自分から取り組む作業として助け合って生きる事が良いと思う。そもそも分

けられるものがあるのか？【50代・男・日隈】 

５６．お互い尊重し助け合って生きているから。【50代・男・上津江】 

５７．夫婦共働きの所が多いと思うから。【50代・男・三芳】 

５８．どちらにも幸せになる権利・自分で選ぶ権利がある。【50代・男・光岡】 

５９．この考え方じたいが古い、今の時世に合った形の方がうまくいくと思うから。【50代・男・桂林】 

６０．今はそういう時代ではない。【50代・男・桂林】 

６１．生活が安定していればどっちが働いてもよいと考える。【50代・男・高瀬】 

６２．固定的な考えはよくない。【50代・男・咸宜】 

６３．男女関係なく出来る事を協力してやればいいと思う。【50代・女・若宮】 

６４．女性も外で仕事をして社会進出するべきと思います。【50代・女・咸宜】 

６５．現況には合わない考え方だと思う。【50代・女・咸宜】 

６６．個々の家庭の事情や夫婦のどちらかが疾病等もあり又現代社会において「女は家庭」は古い。【50代・

女・上津江】 

６７．性別ではなく個人としての役割を考えるべき。【50代・女・桂林 

６８．子どもが小さいうちは母親として家庭で子育てした方が良いと思うが自分の収入もほしい。【50代・女・三

花 

６９．今は男性も女性も仕事をしているから。【50代・女・三芳】 

７０．考え方が古い。日田市は雇用する所さえあればいいもの働く場所すら無いので（専業）主婦をしてます。

【50代・女・三芳】 

７１．男女関係なくその家族できめればよい。【50代・女・高瀬】 

７２．その考えは昔の考えです。現代では共働きが主であり女性だけに家庭の事をさせてしまうのはおかしいと

思うから。【50代・女・若宮】 

７３．男女平等だから。【60代・男・日隈】 

７４．決めつけるのはどうかと思います。それぞれ家庭環境も違うと思う。【60代・男・夜明】 

７５．これまでの経緯や個々の事情等を勘案すると反対との断定も難しいと考える。【60代・男・光岡】 

７６．男も女も仕事をしなくてはダメ。【60代・男・三花】 

７７．共に働きたい。【60代・男・桂林】 

７８．今の世界状況から考えれば古い。その家庭で話し合い役割分担すればいい。【60代・男・五和】 

７９．女性も個人的に結婚しても働きたい。勉強した事を仕事に活かしたいと思ってる人がいるから固定した考

え方は、賛成しません。（日田では共働きの方が良い・・・給料面が低い）【60代・男・三芳】 

８０．男も家庭の事をする。女性も給料が夫より多い人も多分いる。役割を固定する様な時代ではない。 助け

合う時代である。【60代・男・天瀬】 

８１．今は妻が保育園に勤めていますが定年退職後家のことを全てやっているのに、妻は”働いたら”と苦言ば

かり・・・”今まで一生懸命管理職として勤務してきたのに。”【60代・男・不明】 

８２．働きたい人は働けばいいと思う。【60代・女・三花】 

８３．男だからとか女だからとか区別せずに得意分野をするのが良いと思います。【60代・女・咸宜】 

８４．女性も働く時代協力してもらわないと。【60代・女・大山】 
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８５．女性でも今は仕事をしている人が多くなったので男性も家事、育児に協力すべきだと思います。【60代・

女・大鶴】 

８６．男女共に働く人が多いので。【60代・女・日隈】 

８７．女性でも仕事を出来る人は沢山いて、男性より女性の方が良い場合もある。【60代・女・前津江】 

８８．家事の分担は絶対必要だと思う。家の（内外）清掃は女性の仕事と思っている世代の配偶者なので全面

的に協力してほしい。【60代・女・光岡】 

８９．私の亡くなった主人はそうでしたが、私は生活の為に働きたかったので、子供が（一番下の）保育園に入

った事で働き始めました。生活して行くにお互いに働き家庭も分担した方がいいと思う。【60代・女・光岡】 

９０．今は女性も働いている人が多く、その場合は男女とも同じように家庭のこともやるべきと考える。【60代・

女・桂林】 

９１．役割を決めつけずにお互い出来る方が行い協力し合う方がよいと思うからです。【60代・女・桂林】 

９２．職場や家庭のどちらにも男女両方必要であり、体力の無い女性でも重機やリフト等を使えば体力の差は

減っているし、男性でも細かい気配りの必要とされる職場はあるので、以前では考えつかない所でも活躍

を見る事ができているから。【60代・女・西有田】 

９３．今は両方仕事をしないと生活ができないと思う。【60代・女・五和】 

９４．働ける人が働けばいいと思う。【60代・女・五和】 

９５．男尊女卑は退去の事。【70歳以上・男・夜明】 

９６．基本的に相互扶助すべきと考えている。【70歳以上・男・咸宜】 

９７．女性もいろんな特技をもっているから社会のために役立ててもらいたい。【70歳以上・男・朝日】 

９８．女性も自由に趣味をもち仕事をすべき。【70歳以上・男・高瀬】 

９９．今は共働きが多いので協力すべき。【70歳以上・男・高瀬】 

１００．男性とか女性とかでなく人間として助けあう事。【70歳以上・女・咸宜】 

１０１．一人では生活費が少ないから。【70歳以上・女・咸宜】 

１０２．男女共同参画社会づくりにするためには現在のままでは女性の負担が多すぎる。小さい頃から男の子

にも家事の役割を負担させる社会にしないと女性の負担が多すぎる。【70歳以上・女・高瀬】 

１０３．女性も大学、大学院と進学するようになり知識や技術を社会に還元させていただきたいと思います。【70

歳以上・女・桂林】 

１０４．夫婦で話し合い仕事をすることは良い事だから。【70歳以上・女・五和】 

１０５．夫婦の場合お互い助け合って得意とする事を進んでする。職場の場合女性でも出来る人がする。【70

歳以上・女・光岡】 

 

 

5.反対 

１． 両親が仕事しないと、生活がくるしい。【10代・男・五和】 

２． 男性も家庭に積極的に参加すべき。【10代・男・光岡】 

３． 男女差別じゃないですか！【10代・男・朝日】 

４． 別にどっちでもいい。【10代・男・三花】 

５． 考え方が古い。【10代・男・天瀬】 

６． 男女ともに仕事、家庭の両立できる環境づくりが大切。【10代・男・不明】 

７． 男も女も関係なくやりたい事をやればいいと思う。【10代・女・三芳】 

８． 女も社会に出ていいと思うから。【10代・女・三芳】 

９． その考えは古いと思うから。男の人が育児など手伝えることは手伝うべき。【10代・女・咸宜】 

１０．男と女はどちらかがこれをしなければいけないと決めつけなのはよくないと思う。お互いに支え合って生き

ていくほうが良いと思う。【10代・女・朝日】 
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１１．男と女で決めつけるのはよくないから。【10代・女・東有田】 

１２．それぞれの家庭にそれぞれの事情があるから。【10代・女・光岡】 

１３．やりたい仕事があるから。【10代・女・大山】 

１４．今の世の中それでは生きていけない。【20代・男・三芳】 

１５．権利は平等にあるから。【20代・男・西有田】 

１６．男と女それで差別するのはおかしいと思う。【20代・女・咸宜】 

１７．仕事・家事で男女だからと性別によって割けるのはおかしい。どちらも平等。でも、男にしかできない事、女

しかできないこともあるので、お互いにたたえ合う必要はあると思う。【20代・女・光岡】 

１８．女性が働きにくい・・・賃金が低い。【20代・女・光岡】 

１９．男性も女性も仕事をして家庭のこともするべきであると考えているから。【20代・女・光岡】 

２０．色々な働き方があるので、それぞれの家庭の状況に合わせたらいいと思うから。【20代・女・日隈】 

２１．女も仕事をしているから。男が家庭でも十分通用する時代だから。【20代・女・西有田】 

２２．個人の能力や適性で役割が決まるものだと考えるため。性別は役割を決定する要素には成り得るがそれ

のみで決まるのはおかしい。【30代・男・咸宜】 

２３．女性も働いていいと思います。【30代・男・三花】 

２４．学歴があり、仕事をしている女性（妻）もいるし、家事が好きな男性もいるのでどちらでも良いと思う。【30

代・男・三花】 

２５．人それぞれと思うから。【30代・男・三芳】 

２６．女性も社会の中でどんどん上の立場になって良いと思う。【30代・男・三芳】 

２７．時代の変化により、古い考え方だと思うから。【30代・男・大鶴 

２８．実際女性は出産という役割があり、性別によって役割を固定せざるをえない部分もあるが、女性も働く社会

で収入差もなければ、「男は仕事女は家庭」というのはおかしい。（女性も働ける、男性でも家事はできる）

【30代・女・光岡】 

２９．分ける意味がわからない。【30代・女・光岡】 

３０．外に出たいから。【30代・女・三芳】 

３１．今は女性も仕事をするためお互いに仕事と家庭の役割を分担した方が生活も心も豊かになると思う。【30

代・女・天瀬】 

３２．女も働かないと男だけの給料じゃ生活できない。女も働いてるんだから、家事は分担するべきだと思う。育

児に関しては男からしても自分の子供だからみるのが当たり前。【30代・女・桂林】 

３３．今は女性も仕事を持つのが当たり前になってきているため、仕事も家庭の事も男女関係なく協力が必要。

【30代・女・桂林】 

３４．男の収入の低さ、2人で稼がないと生活できない。【30代・女・桂林】 

３５．男は仕事さえしていれば良いという時代ではないから。【30代・女・桂林】 

３６．男も女も関係なく自分の人生を自由に生きる権利があると思うから。【30代・女・三花】 

３７．女性も働きたいし、稼ぎたい、自分のスキルを高めたいので『家庭』と決めつけないでほしい。【30代・女・

三花】 

３８．女性は収入を男性も生活力をつけて互いに自立して生きていかなければお互いを尊重できない。【30

代・女・三花】 

３９．男女平等だと思う。【30代・女・若宮】 

４０．性別によって役割が違うのはおかしいから。性別関係なくやりたいことをすべき。【30代・女・若宮】 

４１．今は女性も仕事をしてがんばっている。【30代・女・西有田】 

４２．今は共働きが普通なので家事を分担して行うべき。【40代・男・光岡】 

４３．女性も働く世の中で男性も家庭の事を手伝う世の中。【40代・男・光岡】 

４４．男女の現実の意識。現代的に役割の固定は合わないと思う。【40代・男・若宮】 
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４５．自分らしく生活するのに性差別はゆるされないと考えるから。【40代・男・天瀬】 

４６．男も女も関係ないと思う。【40代・女・光岡】 

４７．固定する必要はない。人それぞれの事情によって変化することだと思う。 【40代・女・光岡】 

４８．女性も朝から仕事をしている。男性も協力すべきだと考えてほしい。【40代・女・光岡】 

４９．男性の家事や育児の不参加を助長し、女性の労働や社会活動を阻害してます。【40代・女・咸宜】 

５０．女性の社会と関りを持つべき。【40代・女・咸宜】 

５１．性別によって役割を固定する考え方は今の時代では古く、現代では共働きの夫婦も多く、女性も社会の

中で十分に役に立っていると思われる。【40代・女・若宮】 

５２．女性も外で働きたい、仕事を通じて成長し収入も得たいと思うから。【40代・女・若宮】 

５３．「女は家庭」と言っても仕事と家事を両方している。今の時代は「男は仕事」でなく男女平等にするべき。男

も家事などするべき。【40代・女・大山】 

５４．女性の方が収入が多い場合があるから。【40代・女・高瀬】 

５５．時代の流れと共に女性も働き稼ぐ事が出来る。働く上で条件が同じなら、家事などは出来る方がするとい

った協力的な考えが私はいいと思います。また、上記のような固定概念は今の世代にはないように思いま

す。【40代・女・朝日】 

５６．男性も女性も仕事をしているし女性は仕事も家庭も両方が多い。【40代・女・三花】 

５７．古すぎる考えだと思う。仕事をするのは男女変わらないのになぜ家庭の仕事まで女性におしつけるのか。

【40代・女・三芳】 

５８．内容や時間などでちがいますが、女性も今や多くの人が働く（自分の為に）時代だと思います。男女協力

し分担すると良いと思います。【40代・女・三芳】 

５９．性別ではなく、本人の向き不向き、指向、趣味などもある為、固定するのではなく、当事者が暮らしやすい

幸せなかたちがあっていいと思うから。【40代・女・東有田】 

６０．病気やケガなどで動けなくなった場合にその考えでは家庭がなりたたないと思うので、できる方がするべき

だと思う。【40代・女・西有田】 

６１．出来る方が出来る仕事をすればよい。【50代・男・咸宜】 

６２．差別を感じるから。 男女平等。 昔と違う。【50代・男・天瀬】 

６３．性別は関係ない。【50代・男・光岡】 

６４．得意な事をすれば良い。【50代・男・高瀬】 

６５．男の能力、女の能力は全く違うから。【50代・男・高瀬】 

６６．時代に合わない。【50代・男・大山】 

６７．人として平等。家のことはどちらもすべき。【50代・女・咸宜】 

６８．男女関係なく働ける人が働けばいいと思う。【50代・女・咸宜】 

６９．“男だから”“女だから”は今はないと思うから。【50代・女・三花】 

７０．環境や能力によるものと思っているので男だから、女だからは絶対に反対です。【50代・女・三花】 

７１．これからは男性も家庭の事をしたり女性でも男性と変わらず働ける時代だと思う。【50代・女・光岡】 

７２．女性でも仕事をするのであれば男性も家事に参加するのはあたり前だと思う。【50代・女・光岡】 

７３．古い考えと思う。男も家庭の事をしないとダメ。【50代・女・西有田】 

７４．家庭のスタイルによって、逆の役割もはたさないといけないから。しかし、男でないと難しい場合や女でな

いと対応しにくい場合があるから全く反対ではない。【50代・女・日隈】 

７５．男女ともはたらかないと生活できないから。【50代・女・大山】 

７６．働かなくてもいいならいいけど一人の給料ではやっていけませんね。【50代・女・高瀬】 

７７．やりたい事、社会参加は男女差はないから。【50代・女・三芳】 

７８．自主性を重視。【60代・男・桂林】 

７９．時代のする勢。【60代・男・若宮】 
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８０．同じ。【60代・男・朝日】 

８１．働きがいについては男女の性差によって区別できないから。【60代・男・西有田】 

８２．それぞれの考えで働けばいいと思う。【60代・男・上津江】 

８３．男女それぞれ出来る事をする。【60代・男・天瀬】 

８４．何事も出来る方がする。 お互いを助け合うこと。【60代・女・咸宜】 

８５．仕事をする中で、男性より女性の方が責任感が強いと思う事も多い。役割を固定するのではなく、できる人

ができる事をやれば良いのではないでしょうか？【60代・女・咸宜】 

８６．男女は関係なくそれぞれの生き方だと思うから。【60代・女・咸宜】 

８７．この質問がばからしい。お互いができる事を分担すればよい。【60代・女・咸宜】 

８８．役割分担をすることでその役割の仕事の事が互いに理解しあえない状態になる。（特に家での仕事はどち

らがしてもかまわない内容なのに）【60代・女・咸宜】 

８９．（選択肢の自由）向き不向きが有る。【60代・女・咸宜】 

９０．どちらも出来るのがリスクを最小に出来るがお互いが足りない部分を補充すれば生きやすくなると思う。現

実は違いますが。【60代・女・若宮】 

９１．外で働ける能力、体力があれば家事が得意な方がお互い納得していれば、お互い協力し合えば良いと思

う。【60代・女・若宮】 

９２．特技を活かすためには男性も女性もかわらない。【60代・女・若宮】 

９３．それぞれの考え方で良いと思う。【60代・女・桂林】 

９４．女性が家庭にいて働かなくてよい位所得がある家庭はそれ程多くないと思う。【60代・女・日隈】 

９５．①日田の場合給料が安すぎて、共働きでないと生活できない。女は仕事と家事 両立だと負担が大きすぎ

て生活できない。夫も手伝うではなくて、初めから何でもやるのがあたりまえです。自分の家族の事だか

ら。②家族皆で何でも協力しあってこそ絆が生まれる。【60代・女・三花】 

９６．家庭で働きやすい方が働けば良いと思います。【60代・女・・西有田】 

９７．全員仕事をしないと生活できない。【60代・女・西有田】 

９８．女性も外で社会とつながり、すばらしい人生を歩むべきと思う。仕事の出来る環境を整えて、子育ても大切

な仕事、家族の理解等協力も必要。地域の協力なども整えて安心して働ける事が望ましいと思う。【60代・

女・光岡】 

９９．それぞれに合った役割をすれば良い。【60代・女・天瀬】 

１００．私が共働きだったため協力して家事育児をしてきたから。【60代・女・天瀬】 

１０１．仕事の必要性は意欲があれば男と女は関係ない。【60代・女・中津江】 

１０２．男が家庭に入っても別におかしくないし、人それぞれ自分にあった生活をすれば良い（能力）【60代・

女・上津江】 

１０３．共働きできましたから！【60代・女・小野】 

１０４．しかし、生活の為ということになれば子供の教育がおろそかになりますのでこの点を考えなければなりま

せん。【70歳以上・男・咸宜】 

１０５．男女共同で家庭を守る（つくる）つまり共働きで良いのでは。【70歳以上・男・咸宜】 

１０６．性別による役割分担はない。どちらも平等やるべき。【70歳以上・男・若宮】 

１０７．助け合い生きるため。【70歳以上・男・若宮】 

１０８．男、女、夫久の人権があり、自由であるべき。【70歳以上・男・三花】 

１０９．男女共働 同一賃金が希まれる。【70歳以上・男・高瀬】 

１１０．男女同権だから。【70歳以上・男・五和】 

１１１．洗濯干し・ゴミ出し・食事の片づけをしている。【70歳以上・男・大山】 

１１２．多く女性の参加を望む。【70歳以上・女・天瀬】 
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6.わからない 

１． 家庭の事は夫婦で分担している。【30代・男・光岡】 

２． 育ってきた環境や、個人の価値観だと思う。少なくとも私は、それぞれが現在の生活に合わせて変化して

いる中で、その考え方を押し付ける人は嫌い。【40代・男・三芳】 

３． ９４才で介護を受けている為。【70歳以上・女・三芳】 

 

 

7.不明 

１． お互いが納得する生活をすればいい。【20代・女・天瀬】 

２． 考え方が古い。どちらでもかまわない。【50代・男・五和】 

３． 仕事で男女は働く事は自由だと思う。【60代・女・咸宜】 

４． 男性は男としての働き方があり、女性には女としての働きがあり共に仕事ができる事。【70歳以上・男・不

明】
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問 9 男女平等の状況 

あなたは、次の分野において男女平等がどの程度、実現されていると思いますか。 

（単一回答） 

 ・全項目で「女性が優遇されている」より「男性が優遇されている」という回答割合が高かった。 

 ・平等意識が最も高かったのは「ｄ.学校教育」の 59.0％であった。 

 

 

 

 

13.2%

16.6%

13.5%

2.8%

29.5%

11.9%

25.9%

13.5%

41.1%

36.7%

36.6%

11.6%

39.1%

29.0%

43.2%

51.8%

25.7%

25.6%

27.3%

59.0%

14.6%

31.4%

15.2%

15.9%

5.2%

4.7%

2.5%

2.7%

1.3%

4.4%

1.9%

2.7%

2.0%

1.7%

0.9%

1.1%

0.3%

1.4%

1.1%

0.6%

9.4%

9.1%

15.7%

17.9%

11.5%

17.3%

8.6%

11.6%

3.3%

5.5%

3.5%

4.9%

3.8%

4.6%

4.1%

3.9%

a.家庭生活

b.職場

c.地域

d.学校教育

e.政治の場

f.法律や制度の上

g.社会通念・慣習・しきたり

h.社会全体

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等である どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている わからない

無回答
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・「平等である」という回答割合は、前回調査より 8.2ポイント高くなっている。 

・「男性が優遇されている」という回答割合は、前回より 0.6 ポイント高くなっている。また、これは内閣府調査や

県調査に比べても高くなっている。 

   

13.5%

12.9%

12.1%

9.7%

51.8%

34.6%

57.4%

64.5%

15.9%

7.7%

14.4%

21.1%

2.7%

4.5%

3.1%

2.8%

0.6%

2.2%

0.6%

0.2%

11.6%

11.5%

7.8%

1.7%

3.9%

26.4%

4.6%

【R1】今回調査（n=637)

【H26】前回調査(n=814)

【H26】県調査（n=1,289)

【H28】内閣府調査(n=3,059)

「h.社会全体」における男女の地位の平等感

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等である どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている わからない

無回答
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≪問 9：選択項目別の回答状況≫ 
 

・「平等である」と回答されたなかで、その割合

が高かった項目は次の順であった。 

  1.「ｄ.学校教育」 

  2.「ｆ.法律や制度の上」 

  3.「ｃ.地域」 

 

 

 

 

 

 

 

・「男性が優遇されている」と回答されたなか

で、その割合が高かった項目は次の順であ

った。 

  1.「ｇ.社会通念・慣習・しきたり」 

  2.「e.政治の場」 

  3.「ｈ.社会全体」 

 

 

 

 

 

 

 

・「女性が優遇されている」と回答されたなか 

で、その割合が高かった項目は次の順であ

った。 

  1.「a.家庭生活」 

  2.「ｂ.職場」 

  3.「ｆ.法律や制度の上」 

 

 

 

 

 

 

 

25.7%

25.6%

27.3%
59.0%

14.6%

31.4%

15.2%

15.9%

a.家庭生活

b.職場

c.地域

d.学校教育

e.政治の場

f.法律や制度の上

g.社会通念・慣習・しきたり

h.社会全体

【全体回答】平等である

54.3%

53.4%

50.1%

14.4%

68.6%

41.0%

69.1%

65.3%

a.家庭生活

b.職場

c.地域

d.学校教育

e.政治の場

f.法律や制度の上

g.社会通念・慣習・しきたり

h.社会全体

【全体回答】男性が優遇されている

7.2%

6.4%

3.5%

3.8%

1.6%

5.8%

3.0%

3.3%

a.家庭生活

b.職場

c.地域

d.学校教育

e.政治の場

f.法律や制度の上

g.社会通念・慣習・しきたり

h.社会全体

【全体回答】女性が優遇されている

どちらかといえば男性が優遇されているを含む 

どちらかといえば女性が優遇されているを含む 
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3.家庭生活について 

問 10 家庭での役割分担 

あなたの家庭では、次の役割を主に誰がしていますか。a～i のそれぞれについて、あなたの

家庭にあてはまる番号を 1つだけ選び○印をつけてください。 

 ・男性の役割としては、「ｆ.町内行事等への参加」という回答割合が 33.4％と最も高かった。 

 ・女性の役割としては、「ｃ.食事のしたく」という回答割合が 76.6％と最も高かった。 

 

 
 

 

≪問 10：選択項目別の回答状況≫ 
 ・どの年代も、女性が家計を管理している回答割合が最も高かった。 

 ・中年層の「主に妻または母」という回答割合が最も高かった。 

 
 

18.4%

7.8%

6.4%

8.0%

6.6%

33.4%

0.4%

0.9%

13.2%

57.0%

69.1%

76.6%

67.2%

69.9%

28.3%

45.3%

59.0%

50.9%

17.4%

14.3%

8.2%

16.6%

15.9%

28.7%

53.0%

35.9%

26.4%

2.7%

4.4%

4.2%

3.9%

3.5%

4.7%

0.9%

1.3%

9.4%

4.6%

4.4%

4.6%

4.2%

4.2%

4.9%

0.4%

3.0%

0.0%

a.家計の管理

ｂ.食料品などの買い物

ｃ．食事のしたく

ｄ．食後の片付け

e.掃除・洗濯

ｆ．町内行事等への参加

ｇ．育児・子どものしつけ

ｈ．学校や保育園、こども園行事への出席

i.高齢者の世話・介護

主に夫または父 主に妻または母 夫婦(父母)で協力して その他の家族 無回答

20.5%

15.4%

19.1%

48.1%

67.3%

59.2%

19.4%

14.9%

17.8%

4.5%

1.0%

1.9%

7.5%

1.4%

1.9%

高齢層

中年層

若年層

a.家計の管理

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で共同 その他の家族 無回答

（ｎ=234） 

（ｎ=234） 

（ｎ=106） 
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・中年層の「夫婦（父母）共同で行う」割合が最も高くなっている。 

 
 

 ・年齢が高くなるにつれて、「妻または母」の割合が低くなっている。 

 
 

 ・年齢が高くなるにつれて、「妻または母」の割合が低くなっている。 

 

 

 ・中年層では、「夫婦（父母）で共同」の割合が高くなっている。 

 

7.1%

4.8%

9.6%

71.6%

77.9%

75.2%

7.5%

14.9%

10.2%

6.3%

1.4%

3.2%

7.5%

1.0%

1.9%

高齢層

中年層

若年層

ｂ.食料品などの買い物

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で共同 その他の家族 無回答

7.1%

4.8%

7.6%

71.6%

80.8%

80.9%

7.5%

11.1%

5.7%

6.3%

2.4%

3.2%

7.5%

1.0%

2.5%

高齢層

中年層

若年層

c.食事のしたく

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で共同 その他の家族 無回答

8.6%

7.2%

8.3%

64.6%

68.3%

71.3%

13.4%

21.6%

15.9%

6.3%

1.9%

2.5%

7.1%

1.0%

1.9%

高齢層

中年層

若年層

d.食後の片付け

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で共同 その他の家族 無回答

7.8%

5.3%

6.4%

67.5%

72.6%

71.3%

12.3%

19.7%

17.2%

5.2%

1.4%

3.2%

7.1%

1.0%

1.9%

高齢層

中年層

若年層

e.掃除・洗濯

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で共同 その他の家族 無回答
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・年齢が高くなるにつれて、男性が参加する割合が高くなっている。 

  

 

・若年層では「夫婦（父母）で共同」が多かった。 

 
 

 ・どの年代でも「主に妻または母」の割合が高くなっている。 

 

 

 ・高齢層では女性が担う割合が高くなっている。 

 

39.6%

31.7%

25.5%

26.1%

28.8%

31.8%

20.5%

34.6%

35.7%

6.0%

3.4%

4.5%

7.8%

1.4%

2.5%

高齢層

中年層

若年層

f.町内行事等への参加

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で共同 その他の家族 無回答

0.0%

0.8%

0.0%

43.5%

46.0%

45.3%

50.0%

53.2%

54.7%

4.3%

0.0%

0.0%

2.2%

0.0%

0.0%

高齢層

中年層

若年層

g.育児・子どものしつけ

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で共同 その他の家族 無回答

4.3%

0.0%

0.0%

47.8%

68.5%

48.4%

39.1%

30.6%

43.8%

4.3%

0.8%

0.0%

4.3%

0.0%

7.8%

高齢層

中年層

若年層

h.学校や保育園、こども園行事への出席

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で共同 その他の家族 無回答

15.4%

15.4%

0.0%

48.1%

48.7%

66.7%

25.0%

28.2%

26.7%

11.5%

7.7%

6.7%

0.0%

0.0%

0.0%

高齢層

中年層

若年層

i.高齢者の世話・介護

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で共同 その他の家族 無回答
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問 11 男女が共に家事・地域活動等に参加するために必要なこと 

男性と女性が共に家事・育児・介護・地域活動等に参加するためには、どのようなことが必要

だと思いますか。あなたの考えに近いものを 2つまで選び○印をつけてください。 

・全体的に「子どもの頃からの家庭教育」の割合が最も高かった。 

・前回調査と比べて「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が 3ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

23.7%

10.4%

8.6%

25.3%

14.9%

10.6%

1.4%

5.1%

25.0%

4.8%

15.2%

23.3%

18.0%

10.4%

0.9%

2.5%

24.4%

7.1%

12.5%

24.1%

16.6%

10.4%

1.1%

3.8%

23.9％

6.6％

14.5％

21.1％

18.5％

11.5％

0.4％

3.5％

0.0 % 5.0 % 10.0 % 15.0 % 20.0 % 25.0 % 30.0 %

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

子どもの頃からの家庭教育

学校における男女平等教育

男性が家事等に参加することに対する男性自身の抵抗感

をなくす取組み

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

職場での研修や労働時間短縮、育児・介護休業を取りや

すくする環境づくり

性別役割分担意識や慣習などを改める社会啓発

その他（具体的に）

無回答

男(n=490) 女(n=673) 【R1】今回調査(n=1169) 【H26】前回調査(n=814)



 

29 

 

4.仕事について 

問 12 就労の継続状況 

「問 3」で「1.働いている」、「2.働いているが今は休業中」とお答えした方におたずねします。あな

たと仕事の関係は次のどれですか。（単一回答） 

 ・前回調査と同様、全体的には「学校を卒業して以降、ずっと働いている」という回答割合が最も高かった。 

 ・女性は前回調査と比べて「学校を卒業して以降、ずっと働いている」の割合が 3.7ポイント高くなっている。 

一方で「働いていたが、結婚・出産・育児のため一時やめ、再び働いている」の回答割合が 8.3ポイント低 

くなっている。 

 

 

 

36.3%

40.0%

70.9%

53.6%

57.7 %

47.9%

39.6%

0.0%

22.1%

24.6 %

15.0%

15.8%

23.3%

19.1%

16.4 %

0.8%

4.6%

5.8%

5.1%

1.3 %

【H26】前回調査〈女〉(n=240)

女(n=240)

男(n=189)

【R1】今回調査(n=429)

【H26】前回調査(n=475)

学校を卒業して以降、ずっと働いている

働いていたが、結婚・出産・育児のため一時やめ、再び働いている

働いていたが、その他の事情で一時やめ、再び働いている

無回答
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≪問 12：年代別の回答状況≫ ※性別無回答者除く 

 

・若年層は、全体的に「学校を卒業して

以来、ずっと働いている」が最も高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中年層の女性では「働いていたが、結

婚・出産・育児のため一時やめ、再び働

いている」が最も高くなっている。 

・中年層の男性では「学校を卒業して以

来、ずっと働いている」が最も高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

・高齢層では他の年齢層と比較して「学

校を卒業して以来、ずっと働いている」

の回答割合が低かった。 

 

70.3%

49.3%

56.5%

0.0%

28.2%

18.5%

24.3%

21.1%

22.2%

5.4%

1.4%

2.8%

男（n=37)

女(n=71）

全体(n=108)

若年層

学校を卒業して以来、ずっと働いている

働いていたが、結婚・出産・育児のため一時やめ、再び働い

ている
働いていたが、その他の事情で一時やめ、再び働いている

無回答

74.7%

38.3%

54.2%

0.0%

50.5%

28.4%

25.3%

11.2%

17.4%

0.0%

0.0%

0.0%

男(n=83)

女(n=107)

全体(n=190)

中年層

学校を卒業して以来、ずっと働いている

働いていたが、結婚・出産・育児のため一時やめ、再び働い

ている
働いていたが、その他の事情で一時やめ、再び働いている

無回答

66.7%

32.3%

50.4%

0.0%

33.9%

16.0%

20.3%

17.7%

19.1%

13.0%

16.1%

14.5%

男(n=69)

女(n=62)

全体(n=131)

高齢層

学校を卒業して以来、ずっと働いている

働いていたが、結婚・出産・育児のため一時やめ、再び働い

ている
働いていたが、その他の事情で一時やめ、再び働いている

無回答
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問 13 職場における女性への差別的処遇の有無 

「問 3」で「1.働いている」、「2.働いているが今は休業中」とお答えした方におたずねします。

あなたの職場では、女性は男性に比べ、仕事の内容や待遇面で差別されていると思います

か。（単一回答） 

 ・前回調査に比べて「差別されていると思う」の回答割合が 3.2ポイント低くなり、「差別されていないと思う」が

0.5ポイント高くなった。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.0%

17.9%

17.9%

21.1 %

54.0%

51.7%

52.7%

52.2 %

20.6%

20.0%

20.3%

17.5 %

7.4%

10.4%

9.1%

9.3 %

男 ( n = 1 8 9 )

女 ( n = 2 4 0 )

【R 1】今回調査 ( n = 4 2 9 )

【H 2 6】前回調査 ( n =4 7 5 )

差別されていると思う 差別されていないと思う わからない 無回答
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≪問 13：年代別の回答状況≫ ※性別無回答者除く 
 

・「差別されていない」との回答割合が

最も高かったのは若年層で 55.6％で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「差別されていると思う」との回答割

合が最も高かったのは中年層の女性

で 22.4％であった。 

・「差別されていないと思う」との回答

割合が高かったのは中年層の男性で

57.8％であった。 

 

 

 

 

 

 

・女性より男性のほうが「差別されてい

ると思う」「差別されていないと思う」と

の回答がどちらも多くなっている。 

・「無回答」の割合は高齢層が最も高

かった。 

 

 

 

 

5.4%

15.5%

12.0%

54.1%

56.3%

55.6%

37.8%

23.9%

28.7%

2.7%

4.2%

3.7%

男

(n=37)

女

(n=71)

全体

(n=108)

若年層

1.差別されて

いると思う

2.差別されて

いないと思う

3.わからない 無回答

20.5%

22.4%

21.6%

57.8%

53.3%

55.3%

19.3%

16.8%

17.9%

2.4%

7.5%

5.3%

男(n=83)

女(n=107)

全体(n=190)

中年層

1.差別されて

いると思う

2.差別されて

いないと思う

3.わからない 無回答

21.7%

12.9%

17.6%

49.3%

43.5%

46.6%

13.0%

21.0%

16.8%

15.9%

22.6%

19.1%

男(n=69)

女(n=62)

全体(n=131)

高齢層

1.差別されて

いると思う

2.差別されて

いないと思う

3.わからない 無回答
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問 14 職場における女性への差別的処遇の状況 

「問 13」で「1.差別されていると思う」とお答えになった方におたずねします。それは具体的に

どのようなことですか。（複数回答） 

 ・前回調査と同様「賃金に格差がある」という回答割合が高かったが、前回より 0.8ポイント低くなっている。 

 ・前回調査と比べて、「昇進・昇格に差別がある」という回答割合は 4.8ポイント高くなっている。 

 

 

32.1%

14.3%

19.6%

8.9%

1.8%

12.5%

1.8%

0.0%

5.4%

3.6%

34.2%

18.4%

19.7%

3.9%

6.6%

3.9%

0.0%

3.9%

5.3%

3.9%

33.3%

16.7%

19.7%

6.1%

4.5%

7.6%

0.8%

2.3%

5.3%

3.8%

34.1％

11.9％

16.5％

8.5％

5.7％

11.9％

3.4％

2.8％

5.4％

0.6％

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

賃金に格差がある

昇進・昇格に差別がある

能力を正当に評価しない

補助的な仕事しかやらせてもらえない

幹部職員に登用しない

結婚や出産をすると勤めることが続けにくい雰囲気が

ある

定年まで勤めることが続けにくい雰囲気がある

研修・訓練を受ける機会が少ない

その他（具体的に）

無回答

男（n=56） 女(n=76) 【R1】今回調査(n=132) 【H26】前回調査(n=176)
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問 15 就労していない理由 

「問 3」で「3.働いていない」とお答えした方におたずねします。あなたと仕事の関係は次のど

れですか。（単一回答） 

 ・全体的には「定年退職した」という回答割合が高かった。特に男性の回答では最も高かった。 

 ・女性の回答では、「働いていたが、その他の事情で退職した」が 24.3％と高かった。 

 

 

44.3%

0.0%

1.4%

21.4%

0.0%

1.4%

18.6%

12.9%

20.4%

16.5%

6.8%

24.3%

5.8%

0.0%

17.5%

8.7%

30.3%

9.7%

4.6%

22.9%

3.4%

0.6%

17.7%

10.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

定年退職した

働いていたが、結婚・出産・育児のため退職した

働いていたが、介護のため退職した

働いていたが、その他の事情で退職した

学校を卒業して以降、ずっと主婦(主夫)・家事手伝いを

している

これまで働いたことはない

学校をまだ卒業していない

無回答

男(n=70) 女(n=103) 全体(n=175)
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≪問 15：年代別の回答状況≫ 

 
・若年層では「学校をまだ卒業していない」という回答割合が最も高かった。 

 
 
・中年層では「働いていたが、その他の事情で退職した」が最も多くなっている。特に女性の回答では多くなって

いる。 

 
 
・高齢層では「定年退職した」の回答割合が最も高かった。 

 

0

0

0

1

0

1

13

3

0

7

1

2

0

0

18

3

0 5 10 15 20 25 30 35

定年退職した

働いていたが、結婚・出産・育児のため退職した

働いていたが、介護のため退職した

働いていたが、その他の事情で退職した

学校を卒業して以降、ずっと主婦(主夫)・家事手伝い…

これまで働いたことはない

学校をまだ卒業していない

無回答

若年層

男(n=18) 女(n=31)

0

0

1

2

0

0

0

0

0

4

2

7

1

0

0

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

定年退職した

働いていたが、結婚・出産・育児のため退職した

働いていたが、介護のため退職した

働いていたが、その他の事情で退職した

学校を卒業して以降、ずっと主婦(主夫)・家事手伝い…

これまで働いたことはない

学校をまだ卒業していない

無回答

中年層

男（n=3) 女(n=14)

31

0

0

12

0

0

0

6

21

6

4

16

5

0

0

6

0 10 20 30 40 50 60

定年退職した

働いていたが、結婚・出産・育児のため退職した

働いていたが、介護のため退職した

働いていたが、その他の事情で退職した

学校を卒業して以降、ずっと主婦(主夫)・家事手伝いを…

これまで働いたことはない

学校をまだ卒業していない

無回答

【回答者】60代以上（高齢層）

男(n=49) 女(n=58)
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問 16 仕事と家庭生活を両立させるために必要なこと 

仕事と家庭生活を両立させるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（単一回答） 

・全体的に「男女が共に家事・育児・介護などの家庭生活を協力しあう」が最も多かった。 

・前回調査と比べて「週休二日制や労働時間の短縮など、多様で柔軟な働き方を推進する」が 6.5ポイント高くな

っている。 

 

 

36.5%

45.1%

41.0%

47.9 %

12.6%

13.6%

13.1%

16.0 %

15.8%

12.0%

13.7%

14.7 %

22.5%

21.2%

21.6%

15.1 %

2.1%

1.4%

1.7%

0.9 %

10.5%

6.7%

8.8%

5.4 %

男（n =2 8 5 )

女 ( n = 3 5 9 )

【R 1】今回調査 ( n = 6 4 8 )

【H 2 6】前回調査 ( n =8 1 4 )

男女が共に家事・育児・介護などの家庭生活を協力しあう

育児や介護のための支援施設やサービスの充実

男女が共に育児・介護休業を取りやすい環境づくり

週休二日制や労働時間の短縮など、多様で柔軟な働き方を推進する

その他（具体的に）

無回答
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問 17 女性が仕事を続けるために必要な支援 

女性が生涯にわたり仕事を続けるためには、どのような支援や改善が必要だと思います

か。（複数回答） 

 ・全体的には、前回調査と同様、「夫や家族の協力」の回答割合が最も高く、男女ともに同じ傾向にあった。 

 ・「多様な雇用形態（在宅勤務、時間短縮労働など）」の回答割合は男女の差があった。 

 

 

27.1%

10.5%

18.9%

9.1%

13.6%

10.5%

3.3%

2.1%

1.9%

2.8%

28.0%

8.4%

19.5%

7.8%

13.9%

15.3%

3.0%

2.5%

0.3%

1.4%

27.6%

9.3%

19.2%

8.3%

13.8%

13.3%

3.1%

2.3%

1.0%

2.2%

28.3％

8.2％

20.6 %

6.7％

16.0％

9.6％

5.1 %

2.6％

0.8％

2.2％

0.0 % 5.0 % 10.0 % 15.0 % 20.0 % 25.0 % 30.0 %

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

夫や家族の協力

女性が働くことを妨げている社会全般の意識・慣習の

改革

保育・介護・家事の支援施設やサービスの充実

労働条件の改善（昇進・昇格など待遇格差解消など）

企業などにおける育児・介護休業制度などの充実

多様な雇用形態（在宅勤務、時間短縮労働など）

就職（再就職）に関する情報の提供・制度の充実

就職（再就職）のための技能研修などの充実

その他（具体的に）

無回答

男(n=667) 女(n=937) 【R1】今回調査(n=1613) 【H26】前回調査(n=814)
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問 18 男性の育児・介護休暇の取得について 

あなたは、男性が育児・介護休暇を取ることについて、どのように考えますか（単一回答） 

 ・前回調査と同様「男性が育児・介護休業を取ることに賛成」という回答割合が最も高かった。 

 ・男性より女性のほうが、男性の休暇取得に賛成する回答割合が高かった。 

 

 

 

 

≪問 18：年代別の回答状況≫ ※性別無回答者除く 

 

・若年層の女性が「賛成」する回答割

合が最も高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年代別の男性の中で、中年層の男性が

「賛成」の割合が最も高かった。 

 

 

 

 

 

 

65.7%

72.1%

69.2%

63.1 %

9.1%

7.2%

8.0%

9.0 %

19.7%

16.4%

17.7%

20.0 %

5.5%

4.2%

5.0%

7.9 %

男(n=274)

女(n=359)

【R1】今回調査(n=637)

【H26】前回調査(n=814)

男性が育児・介護休業を取ることに賛成 男性が育児・介護休業を取る必要はない

わからない 無回答

67.3%

81.4%

76.4%

7.3%

4.9%

5.7%

23.6%

12.7%

16.6%

1.8%

1.0%

1.3%

男(n=55)

女(n=102)

全体(n=157)

若年層

賛成 必要はない わからない 無回答

79.3%

72.7%

75.5%

4.6%

9.1%

7.2%

14.9%

18.2%

16.8%

1.1%

0.0%

0.5%

男(n=87)

女(n=121)

全体(n=208)

中年層

賛成 必要はない わからない 無回答
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・ 高齢層では他の年齢層と比較して「賛

成」の割合が低く、「必要はない」の回答割

合が最も高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 男性が育児・介護休暇を取得しづらい理由 

あなたは、男性が育児・介護休暇を取りづらい理由は何だと思いますか（複数回答） 

・「男性が取ることについて、社会全体の認識が十分にない」の回答割合が最も高く 19.7％で、女性でも高かっ

た。 

 ・男性の回答では「取ると仕事上周りの人に迷惑がかかる」が最も高く 20.3％であった。 

 

 

15.0%

16.7%

20.3%

4.5%

4.1%

15.4%

17.3%

1.4%

5.3%

9.3%

17.5%

14.0%

6.6%

6.1%

21.2%

21.6%

1.0%

2.7%

11.7%

17.0%

16.8%

5.7%

5.2%

18.8%

19.7%

1.2%

3.9%

12.7 %

18.8 %

19.4 %

5.4 %

4.7 %

15.4 %

18.2 %

1.1 %

4.3 %

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

仕事が忙しい

取ると経済的に困る

取ると仕事上周りの人に迷惑がかかる

取ると人事評価や昇給などに悪い影響がある

過去に取った男性がいない（前例がない）

職場に取りやすい雰囲気がない

男性が取ることについて、社会全体の認識が十分

にない

その他（具体的に）

無回答

男(n=492) 女(n=670) 【R1】今回調査(n=1168) 【H26】前回調査(n=814)

56.1%

64.7%

60.4%

12.9%

7.4%

10.1%

21.2%

17.6%

19.4%

9.8%

10.3%

10.1%

男(n=132)

女(n=136)

全体(n=268)

高齢層

賛成 必要はない わからない 無回答
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問 20 自営業者における経営方針の決定者 

農林漁業・サービス業等の自営業に従事されている方におたずねします。事業経営の方針

などは誰が決定していますか。（単一回答） 

 ・全体的に「主に夫または父」が決定している回答割合が最も高かった。 

 

 

 

45.9 % 11.0 % 33.9 % 4.6 %【H 2 6】前回調査 ( n =1 0 9 )

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で話し合い その他

68.5%

57.4%

63.4%

1.9%

21.3%

10.9%

14.8%

6.4%

10.9%

3.7%

6.4%

5.0%

11.1%

8.5%

9.9%

男(n=54)

女(n=47)

【R1】今回調査(n=101)

主に夫または父 主に妻または母 夫婦（父母）で話し合い その他 無回答
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5.地域活動について 

問 21 地域等の集まりへの女性の参加状況 

あなたは、女性が地域の集まりや作業の中で、男性と共に参加しにくい、あるいは男性と同

じようには発言しにくいという雰囲気や状況があると思いますか。（単一回答） 

 ・前回調査と比べて「あると思う」の回答割合が 5.3 ポイント高くなっている。また、「ないと思う」の回答割合が

18.2ポイント低くなっている。 

 

 

 

40.9%

41.8%

41.4%

36.1 %

31.8%

24.8%

27.6%

45.8 %

21.2%

29.2%

25.6%

14.5 %

6.2%

4.2%

5.3%

3.6 %

男(n=274)

女(n=359)

【R1】今回調査(n=637)

【H26】前回調査(n=814)

あると思う ないと思う わからない 無回答
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≪問 21：年代別の回答状況≫ 

・若年層では「わからない」という回答割合が    

最も高かった 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「あると思う」という回答は中年層が最も高 

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体的に高齢層が「ないと思う」という回答

割合が最も高かった 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.7%

28.4%

29.9%

16.4%

21.6%

19.7%

47.3%

50.0%

49.0%

3.6%

0.0%

1.3%

男(n=55)

女(n=102)

全体(n=157)

若年層

あると思う ないと思う わからない 無回答

47.1%

48.8%

48.1%

35.6%

21.5%

27.4%

14.9%

28.9%

23.1%

2.3%

0.8%

1.4%

男(n=87)

女(n=121)

全体(n=208)

中年層

あると思う ないと思う わからない 無回答

40.2%

45.6%

42.9%

35.6%

30.1%

32.8%

14.4%

14.0%

14.2%

9.8%

10.3%

10.1%

男(n=132)

女(n=136)

全体(n=268)

高齢層

あると思う ないと思う わからない 無回答
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問 22 女性が地域等の集まりへ参加しにくい具体的状況 

「問 21」で「1.できにくい雰囲気や状況があると思う」とお答えした方におたずねします。それ

はどんな雰囲気や状況だと思いますか。（複数回答） 

 ・今回調査では「男性が主となって催し物の企画や役員などを決定する」が前回調査と比べて 1.3ポイント低く

なっている。 

 ・前回調査と比べて「集会で女性だけがお茶出し・調理をするなど、役割分担がある」という回答割合が 3.7ポイ

ント高くなっている。 

 

34.2%

26.2%

17.1%

16.0%

2.7%

1.1%

2.7%

23.3%

21.3%

26.9%

22.5%

1.2%

1.2%

3.6%

28.2%

23.3%

22.8%

19.6%

1.8%

1.1%

3.2%

29.5 %

21.2 %

19.1 %

26.8 %

2.3 %

0.6 %

0.4 %

0.0 % 5.0 % 10.0 % 15.0 % 20.0 % 25.0 % 30.0 % 35.0 %

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

男性が主となって催し物の企画や役員などを決定

する

男性が中心になっている活動と女性が中心になっ

ている活動に分かれている

集会で女性だけがお茶出し・調理をするなど、役

割分担がある

地域の活動で女性が発言することは、出しゃばり

と思われがちである

地域活動に自由に参加できるような家族の理解や

協力がない

その他（具体的に）

無回答

男(n=187) 女(n=253) 【R1】今回調査(n=443) 【H26】前回調査(n=518)
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6.男性と女性の人権について 

問 23 パートナーから受ける DV（ドメスティック・バイオレンス）の状況 

あなたは、この５年間に、配偶者や恋人など親しい関係にある人との間で、次のようなことを

したり、されたりしたことがありますか。（項目ごとに単一回答） 

 ・全体的に「ない」という回答割合が高かった。 

 ・すべての項目で、「したことがある」よりも「されたことがある」の回答割合が高かった。 

 

1.9%

0.2%

5.3%

1.6%

2.4%

0.6%

0.5%

0.8%

0.0%

0.5%

3.9%

0.6%

7.8%

2.7%

3.6%

3.1%

1.7%

1.4%

0.6%

1.6%

86.7%

91.1%

79.3%

88.2%

86.3%

88.5%

90.1%

90.3%

91.7%

90.3%

7.5%

8.2%

7.5%

7.5%

7.7%

7.7%

7.7%

7.5%

7.7%

7.7%

a.殴る・蹴る・たたく・突き飛ばす

b.命の危険を伴う暴力

ｃ.大声でどなって威嚇する

d.家具や食器などを投げたり壊したりしておどす

e.何を言っても長時間無視し続ける

f.交友関係や電話・外出・メール等を細かく監視する

g.生活費等の必要なお金をわたさない

h.お金の使い道を細かく監視・制限する

i.見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

j.嫌がるのに性的行為を強要する

したことがある されたことがある ない 無回答
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≪問 23：DVの加害と被害の状況≫ 
 ・「したことがある」（＊複数項目）と回答した人の 65.5％が男性であった。 

 ・「されたことがある」（＊複数項目）と回答した人の 79.8％が女性であった。 

 

 

≪問 23：男女別の回答状況≫ 

 
 
・ 男性は女性に比べて「精

神的暴力」を「したことがあ

る」の回答割合が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 女性は男性に比べて「身

体的暴力」を「したことがあ

る」の回答割合が高かった。 

65.5%

20.2%

43.4%

46.2%

34.5%

79.8%

56.6%

53.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

したことがある（a～ｊ：n=87)

されたことがある(a～j:n=173)

ない(a～j:n=5611)

無回答(a～j:n=465)

男 女

2.3%

0.8%

1.4%

4.1%

96.3%

95.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男(n=274)

女(n=359)

したことがある されたことがある ない

7.0%

14.3%

78.9%

65.7%

8.8%

14.3%

5.3%

5.7%

したことがある(n=57)

されたことがある(n=35)

男性の回答

身体的暴力（a,b) 精神的暴力（c,d,e,f) 経済的暴力（g,h) 性的暴力（i,j)

21.1%

17.4%

60.5%

63.0%

13.2%

10.9%

5.3%

8.7%

したことがある（n=30)

されたことがある(n=138)

女性の回答

身体的暴力（a,b) 精神的暴力（c,d,e,f) 経済的暴力（g,h) 性的暴力（i,j)
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問 24 パートナーから受ける DV（ドメスティック・バイオレンス）の状況 

あなたは、この１年間に、配偶者や恋人など親しい関係にある人との間で、次のようなことを

したり、されたりしたことがありますか。（項目ごとに単一回答） 

       *問２３の「したことがある」「されたことがある」の回答より抽出 

 

 ・全体的に「したことがある」よりも「されたことがある」の回答割合が高かった。 

 ・「ｂ.命の危険を伴う暴力」は「ない」という回答が最も高かった。 

 

5.1%

0.0%

23.5%

5.9%

9.4%

2.6%

0.0%

2.6%

0.0%

1.7%

10.3%

0.0%

26.1%

7.6%

12.8%

7.7%

6.8%

5.1%

0.9%

3.4%

79.5%

91.5%

44.5%

79.7%

71.8%

83.8%

86.3%

86.3%

92.3%

88.0%

5.1%

8.5%

5.9%

6.8%

6.0%

6.0%

6.8%

6.0%

6.8%

6.8%

a.殴る・蹴る・たたく・突き飛ばす

b.命の危険を伴う暴力

ｃ.大声でどなって威嚇する

d.家具や食器などを投げたり壊したりしておどす

e.何を言っても長時間無視し続ける

f.交友関係や電話・外出・メール等を細かく監視する

g.生活費等の必要なお金をわたさない

h.お金の使い道を細かく監視・制限する

i.見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

j.嫌がるのに性的行為を強要する

したことがある されたことがある ない 無回答
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≪問 24：DVの加害と被害の状況≫ 

 ・「したことがある」（＊複数項目）と回答した人の 67.2％が男性であった。 

  ・「されたことがある」（＊複数項目）と回答した人の 81.5％が女性であった。 

 

 

≪問 24：男女別の回答状況≫ 

 

・「したことがある」と回答した男

性（41人）は、女性（20人）の約 2

倍多かった。 

 

 

 

 

 

 

・「されたことがある」と回答した女

性（75人）は、男性（17人）の約 4

倍多かった。 

 

 

 

 

 

 

67.2%

18.5%

33.3%

32.8%

81.5%

66.7%

したことがある（a～ｊ：n=61)

されたことがある(a～j:n=92)

ない（a～j:n=105)

男 女

9.5%

2.3%

4.1%

11.5%

86.3%

85.4%

0.2%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男(n=93)

女(n=165)

したことがある されたことがある ない 無回答

4.9%

11.8%

14.3%

82.9%

70.6%

65.7%

7.3%

11.8%

14.3%

4.9%

5.9%

5.7%

したことがある(n=41)

されたことがある(n=17)

ない(n=35)

男性の回答

身体的暴力（a,b) 精神的暴力（c,d,e,f) 経済的暴力（g,h) 性的暴力（i,j)

15.0%

13.3%

25.7%

85.0%

69.3%

51.4%

0.0%

12.0%

11.4%

0.0%

5.3%

11.4%

したことがある(n=20)

されたことがある(n=75)

ない(n=70)

女性の回答

身体的暴力（a,b) 精神的暴力（c,d,e,f) 経済的暴力（g,h) 性的暴力（i,j)
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問 25 DV（ドメスティック・バイオレンス）の相談状況 

「問 23」「問 24」で 1 つでも「されたことがある」とお答えした方におたずねします。誰かに打

ち明けたり、相談したりしましたか。（複数回答） 

・全体的に「相談しなかった、できなかった」の割合が高くなっている。 

・男女ともに「民生委員、自治会長、人権擁護委員などに相談した」は 0％であった。 

 

8.2%

10.2%

0.0%

0.0%

0.0%

2.0%

22.4%

57.1%

20.5%

24.4%

0.0%

1.3%

5.1%

0.0%

26.9%

21.8%

15.7%

18.9%

0.0%

0.8%

3.1%

0.8%

25.2%

35.4%

15.2 %

16.9 %

0.0 %

2.2 %

0.0 %

0.0 %

25.8 %

39.9 %

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

家族に相談した

友人、知人に相談した

民生委員、自治会長、人権擁護委員などに相談した

警察に連絡・相談した

婦人相談所（配偶者暴力相談センター）やその他の公

的な機関（市役所など）に相談した

弁護士に相談した

相談しなかった、できなかった

無回答

男(n=49) 女(n=78) 【R1】今回調査（n=127) 【H26】前回調査(n=178)
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7.政策決定の場への女性の参画について 

問 26 審議会等における女性登用率について 

本市では、平成 31 年度までに審議会等の女性登用率 35％を目指していますが、平成 30

年 4月 1日現在は 29.7％という状況です。このことをあなたはどう思いますか。（単一回答） 

 ・前回調査と同様に「男女半々がよい」という回答割合が最も高く、前回調査よりも 4.4ポイント高くなった。 

  

5.8%

3.1%

4.2%

7.2 %

8.0%

3.9%

5.7%

3.7 %

58.0%

61.3%

59.7%

55.3 %

21.5%

26.2%

24.0%

24.6 %

6.6%

5.6%

6.4%

9.2 %

男（n=274)

女(n=359)

【R1】今回調査(n=637)

【H26】前回調査(n=814)

男性が多い方がよい 女性が多い方がよい 男女半々がよい わからない 無回答
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問 27 審議会等に女性委員が少ない理由 

あなたは、審議会等に女性委員が少ない理由は何だと思いますか。（複数回答） 

 ・前回調査と同様に「男性優位の社会の仕組みや制度がある」という回答割合が最も高かった。しかし、前回調

査より 0.3ポイント低くなっている。 

 

22.8%

15.1%

13.0%

13.3%

7.2%

7.0%

13.5%

1.7%

6.4%

17.2%

20.1%

17.2%

14.7%

9.4%

6.0%

10.0%

2.0%

3.4%

19.5%

18.0%

15.3%

14.1%

8.5%

6.4%

11.5%

1.8%

4.8%

19.8 %

16.1 %

17.2 %

15.4 %

7.2 %

4.0 %

12.9 %

1.7 %

5.9 %

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

男性優位の社会の仕組みや制度がある

男性がなる方がよい（なるものだと）という社会通念

がある

会議や決め事に女性が関わる機会が少なく慣れていな

い

行政に関心のある女性が少ない

登用に対して女性の認識や理解が足りない

家族の理解・協力が得られない

社会・経済団体の代表者に女性が少ない

その他（具体的に）

無回答

男(n=483) 女(n=647) 【R1】今回調査(n=1136) 【H26】前回調査(n=814)
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8.男女共同参画の実現について 

問 28 男女共同参画社会についての周知状況 

あなたは次の項目について知っていますか。項目ごとに１つずつ選び○印をつけてください。 

・「男女共同参画社会」については、「聞いたことがあるが内容は詳しく知らない」が 46.9％と高かった。 

 ・「ワーク・ライフ・バランス」が、「内容まで知っている」という回答割合が 19.5％と最も高かった。 

 ・「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」と「政治分野における男女共同参画の推進に関する法

律」の２つは、「まったく知らない」と回答している割合が 50％以上となっている。 

 

 

 

 

《問 28：選択項目別の回答状況》 

 

・ 「男女共同参画社会」では、女性より男性

のほうが「内容まで知っている」という回答割

合が 2.7ポイント高くなっている。 

・ 女性の「聞いたことはあるが内容は詳しく

知らない」という回答割合が最も高かった。 

 

 

 

 

 

 

17.0%

19.5%

5.0%

5.0%

46.9%

31.1%

36.1%

36.7%

29.5%

42.9%

52.1%

51.6%

6.6%

6.6%

6.8%

6.6%

男女共同参画社会

ワーク・ライフ・バランス

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

政治分野における男女共同参画の推進に関する法律

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は詳しく知らない まったく知らない 無回答

18.6%

15.9%

46.0%

47.6%

27.0%

31.8%

8.4%

4.7%

男(n=274)

女(n=359)

男女共同参画社会

内容まで知っている

聞いたことはあるが内容は詳しく知らない

まったく知らない

無回答
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・ 「ワーク・ライフ・バランス」では、4 つの質問

の中で「内容まで知っている」は、女性が一番

高い割合になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「女性の職業生活における活躍の推進に関

する法律」では、男性よりも女性の方が「内容

まで知っている」という回答割合が低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「政治分野における男女共同参画の推進

に関する法律」では、女性の「まったく知らな

い」という回答割合が最も高く、4つの質問の

中でも一番高い割合になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.2%

20.6%

34.3%

28.4%

39.1%

46.2%

8.4%

4.7%

男(n=274)

女(n=359)

ワーク・ライフ・バランス

内容まで知っている

聞いたことはあるが内容は詳しく知らない

まったく知らない

無回答

8.0%

2.8%

36.1%

36.2%

47.4%

56.0%

8.4%

5.0%

男(n=274)

女(n=359)

女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律

内容まで知っている

聞いたことはあるが内容は詳しく知らない

まったく知らない

無回答

9.1%

1.9%

37.6%

36.5%

45.3%

56.5%

8.0%

5.0%

男(n=274)

女(n=359)

政治分野における男女共同参画の推進に関する

法律

内容まで知っている

聞いたことはあるが内容は詳しく知らない

まったく知らない

無回答
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問 29 男女共同参画社会の実現に向けて必要な取組み 

あなたは、男女共同参画社会の実現のために、今後どのような取組みが必要だと思います

か。（複数回答） 

 ・前回調査と同様に「男女が共に家庭や地域で活動しやすい環境づくり」が最も高かった。しかし、前回調査より

0.5ポイント低くなっている。なお、男性が最も高く 18.2％であった。 

 ・女性では「男女が共に仕事と子育て・介護など両立できる支援」の回答が最も高かった。 

 

 

16.5%

7.5%

4.5%

2.4%

18.2%

14.0%

14.1%

7.9%

3.5%

6.5%

0.1%

4.5%

12.9%

9.9%

4.1%

2.3%

15.5%

17.8%

16.0%

8.3%

4.2%

5.8%

0.3%

2.8%

14.4%

8.9%

4.3%

2.3%

16.7%

16.2%

15.1%

8.1%

3.9%

6.1%

0.2%

3.7%

14.4 %

8.5 %

5.2 %

2.4 %

17.2 %

14.7 %

13.2 %

8.7 %

4.0 %

6.7 %

0.4 %

4.6 %

0.0% 3.0% 6.0% 9.0% 12.0% 15.0% 18.0% 21.0%

男性の男女共同参画に対する意識改革の促進

女性の能力向上のための学習・研修の充実（女性リー

ダーの育成）

女性の就業支援のための情報提供や職業訓練

女性に対する暴力の根絶と被害者に対する救済対策

男女が共に家庭や地域で活動しやすい環境づくり

男女が共に仕事と子育て・介護などを両立できる支援

男女が共に働きやすい就労環境づくり

子どもの頃からの男女平等教育の推進

固定的な性別役割分担意識を解消するための学習・研

修の充実

企業や行政機関などの役割や管理職、各審議会委員な

どの女性の登用を促進

その他（具体的に）

無回答

男(n=707) 女(n=950) 【R1】今回調査(n=1664) 【H26】前回調査(n=814)
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問 30 男女共同参画社会の実現に対する意見 

男性と女性が、職場・学校・地域・家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同

参画社会」を実現するために、ご意見がありましたらご記入ください。 

 

 ＊文章は原文を基本としていますが、紙面の都合等で一部抜粋しています。 

 

◆地域・社会に関すること 

1. 考え方を国全体が変えて固定概念をなくすこと。１人１人の意識。【10代・女・日隈】 

2. 男の考え方を根本から変えるのは長い時間が必要だと思う。とくに山間部では新しい考えを受

け入れにくい。【20代・女・天瀬】 

3. 古い認識を捨て、新しい時代に合った対応を社会全体で行っていくこと。【30代・男・大鶴】 

4. まず、地域・家庭内での男女平等が全くできていないと思います。高齢男性の「女性がやってあ

たり前」「女のくせに」意識が変わらないと若者（男）もそれで良いと思い、社会は何も変わらない

でしょう。【30代・女・桂林】 

5. 九州は特に女性が家庭の事を行う傾向が強い。家庭内でも地域の催し（炊き出し等）でもジェン

ダーバイアスは根強い。外注等を考える時代に入っているのではと思う。【40代・男・光岡】 

6. 今、学校教育で法律はあるのに男女平等教育をすすめようとまったくされておらず、社会をかた

られるはずがない。しかも、行政や議会において学校教育において男女平等をすすめていくよ

う強く指導するべきである。【40代・男・天瀬】 

7. 日田市程度の人口の少ない田舎だと地域のつながりが強く男性優位の現状を打破するにはよ

ほどのことがない限り不可能だと考える。【40代・女・三芳】 

8. 地域によってはお祭りごとなど男性だけで折やお膳を食べ、女性にはない様な集まりごとをして

いる所があります。その様な地域からまずは変えていくべきだと思います。変えると言うか意識を

改革していく必要を感じます。【40代・女・三芳】 

9. 市が町や地元の人に説明してまわることが大切だと思う。【50代・男・三芳】 

10. 昔からある"男尊女卑"の言葉をなくさない限りあると思う。男は上座女は下座、給料面も男の方

が高く女の方が安い。社会全体を変えないと無理！！【50代・男・天瀬】 

11. 男だから女だからの考えは高齢者に多いと感じる。その点仕方ない面もあるが社会地域で考え

方を変えて行く必要がある。【50代・女・三花】 

12. 能力の有無に係わらず男が出世するという昔ながらの考え方をなくす必要があると思う。特に田

舎の方では意見を言うとでしゃばるといわれる風習がなくならなければ実現できない。【50代・

女・上津江】 

13. まず、女性の議員の数で増やすことが必要です。多様な意見が尊重される社会づくりも大事だ

と思います。【60代・男・西有田】 

14. もっと女性政治家を増やすべき、日本は少なすぎる！！【60代・男・咸宜】 

15. 多くの方が派遣、アルバイト、パートで生活をたてている。世の中、もっと安定収入、福利厚生を

得られる、会社勤務があたりまえの社会にならなければ無理。【60代・男・咸宜】 

16. 国レベル・県レベル・市町村レベルでできること。この３つが協力していかないとなかなかむずか

しいのでは？【60代・男・五和】 

17. 今後、日田市で男女共に地域で安定し生活が出来る様な給料を確保出来る企業又は会社を

設立してもらい。日田市の住民を雇用し他県へ流出しない様な対策を取るべきであると思う。

【60代・男・天瀬】 

18. まだまだ不完全です。法令・行政機関！”総論賛成”しかし、各論になると反対する。社会情勢

は急速に大きく変わりつつある。”何か大きな事件・事故が起きてやっと行政は考える。すべて

がゴテゴテです。”時間との闘いです”言っておきます。【60代・男・不明】 

19. 社会全体・個人々の意識のレベルの向上。【60代・女・西有田】 

20. 地域の町内清掃や行事などで男と言うだけ大声でいばり、女性を見下す等、人としてひとりひと

り認め合える様に男性の教育が急務では。【60代・女・光岡】 
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21. 社会不安が広がる中で自己肯定感が薄れている反面自己承認探求も強い。まず、他者の話を

聞く事、違いを認めある事、互いを補充しあえれば良いという柔軟な考えの社会になることが大

事だと思う。【60代・女・若宮】 

22. 女性同志が足をすくう組織の除去のための啓豪活動、日田人の閉鎖性の除去。【70歳以上・

男・咸宜】 

23. 男性は女性に優しく。女性は男性によく話し合いをしてお互いに美点をみつけて助け合い地域

が住みやすい人々が仲良く生きてゆく道を皆で考えましょう。若者は年配の経験等を知り年配

は若い方を指導しあえる環境が大切ではないでしょうか。【70歳以上・女・三芳】 

24. 男性が優遇される傾向が多いので女性は会議や決め事には勇気を出して参加する事が大事

だと思います。【70歳以上・女・咸宜】 

 

 

 

◆家庭に関すること 

1. やはり、家庭内での夫婦の協力が必要だと思う。【20代・男・咸宜】 

2. まずは家族で十分に話し合い。みんなで助け合って生活していくためにどうすればいいのか考

えることが大切だと思います。女性はどうしても子育てに時間をかけなければいけない時期があ

ります。その時期を家族１人１人のためにどのような役割をしていくべきかで生活は変わっていく

と今、感じております。今は働いていませんが、子どもが大きくなったら自分の今まで培ってきた

能力を活かせる仕事をしたいです。【30代・女・天瀬】 

3. 女性は子育て介護があたりまえとなっている現状を解決出来るとよい。【50代・男・咸宜】 

4. 家族の活動・会議への理解と協力。【50代・女・咸宜】 

5. 男性も家庭内の事にどしどし参加して欲しい。【50代・女・三芳】 

6. 家庭状況、各自の状況等によるので、固定されることがよいとは思わない。【60代・男・大鶴】 

7. 全て本人のやる気しだい。まずは家庭の中から。【60代・女・天瀬】 

8. 女性が働くと家事・育児としわよせがすごい。環境がととのわないと普通に働くのが大へんだと

思います。【60代・女・若宮】 

9. まず家庭から。【70歳以上・男・大山】 

10. 女性の子育て支援を出来る社会。【70歳以上・男・小野】 

 

 

 

◆職場に関すること 

1. 男性も子どもの体調不良で休みやすい環境があるとよい。度々休むのは女の人が多いと思う。

【30代・女・若宮】 

2. 職場の人数が増えると休みやすくなり、子どもの看病などがしやすくなる。また、仕事量も分担で

き家に帰る時間が早くなるし、持ち帰り仕事をしなくてよくなる。休日出勤もしなくてよくなる。仕

事量が多くて分担はしていますが、妻の家での負担がどうしても増えます。お願いです。教育の

現場に人を増やして下さい。【40代・男・光岡】 

3. 男性が諸行事などに出席する為に有休が取りやすい職場環境づくり。男女が共に活躍できる集

まりなど、男女が関係なく活躍できる意識への変化を啓もう。【40代・女・日隈】 

4. 子どもができると仕事をセーブせざるを得ない状況になるのは女性が多い。親も近くに居ないと

なるとなおさらである。子どものことで仕事を休むことが安易にできる職場環境をのぞみます。ま

た、みんなで仕事を分担することも大切だと思う。【40代・女・光岡】 

5. 職場において、育児しながら仕事している女性は多いが、子供の病気等ですぐに休んだり日・

祭日休んだりし、周りの人にすごく迷惑がかかる。ですが、母親として仕方がない事だと思うの

で、周りのスタッフの事を考え、休みの人が出ても困らないような勤務状況になればいいなと思
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います。個人的な事ですみません。そんな時、父親でも仕事を途中でぬけて子供を迎えいった

り出来る環境がいいなと思います。女性ばかり犠牲になる必要はないと思います。【40代・女・朝

日】 

6. 男女共同の意見ではないですが・・・豊かな生活の為には就業が必要と思います。体はきつくて

もやりがいのある仕事に就ける様に（好きな仕事・出来る仕事）今から大きくなる子供達の就業の

為に学校に居る間に見合った個性・能力を分析、就業出来る体制を整えてほしい。【40代・女・

朝日】 

7. 職場、学校では男女差を感じた事はなかったが家庭を持つと感じる事が多くなりました。男性の

残業、休日出勤、早朝出勤でコミュニケーションもとる時間さえなく、子育て、家事など全て私が

する状態です。まずは、企業側の改革から始めなければ、家庭でのそれぞれの役割も何も発揮

できないと思います。企業の規則、体制はありますが、実践できる状況ではなく、きれい事だけ

で、何かあったときの対策としか思えません。【40代・女・咸宜】 

8. ・まずは会社の理解 

・仕事が少ない 

・賃金が安い【50代・男・咸宜】 

9. ６０才以上の職場。 定年退職者の有効利用。各テーマを改善提案発表の場を設ける。【60代・

男・桂林】 

10. 同じ事をするのではなく、性別、個性に応じた仕事をすることが平等だと思う。管理的な仕事、

技術的な仕事、それぞれの個性や能力に応じて仕事ができる事が男女平等だと思う。男女平

等を意識しなくなった時にはじめて平等だと思う。【60代・男・桂林】 

11. 地方では働く職場の方が少なく、男女共同参画社会までは行かない方が先と思います。もう少

し、企業がないとそこまで出きないと思います。【60代・女・西有田】 

12. 小さな製造業の会社をやっている。男性と女性の力の差は絶対にあるが、それはそれで良いと

思う。女性の特性をいかしのばすのが、良いと思う。公務員のように同じ持場、仕事は無理だと

思っている。【60代・女・日隈】 

13. 男女共同参画社会の内容とおりに自分のやりたいこと好きなことが誰もが生き生きと活躍する事

が出来ない社会だから、職場にて心身ともにつぶされて夢をもってついた職業・仕事からはな

れてしまうのではないのですか。色々な職業にもあるでしょうが学校の先生という職業をもっと理

解して本当にすばらしい先生等をこわしてしまう様な職場の環境や人間関係もある事も理解し

て頂ければさいわいです。【60代・女・三花】 

14. 職場で体力のいる仕事は男性がした方がいいしそれぞれの場で男性、女性とそれなりに！！

【60代・女・五和】 

 

 

 

 

◆教育・学習の場に関すること 

1. 学校の役員はほとんどが女です。母子でも関係なく役員にならされて夜も出ていかなくてはらな

ない。もっと考えてほしい。【40代・女・若宮】 

2. 子供の頃からの義務教育での具体的な男女平等教育が必要。学校教育での細かい職業体験

の指導をすると良い。【50代・男・三花】 
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◆子育てに関すること 

1. 子育てしながら働く or育休をとっている男女を特集し前例をつくるとイメージしやすい。 

・一日のタイムスケジュール 

・保育園の探し方【30代・男・三花】 

2. 現在 3 ヶ月の子供を両親と妹が見てくれ何とか働いています。 周囲の協力なしではムリだと

日々感謝する思いです。職場・学校・地域・社会においての理解あってこそだと思うので、その

理解を広めたいです。また、子育て・介護への支援の充実は必須だと思います。私自身は１年

ごとの仕事で子育て支援金がもらえない状況だったので育児給付金（？）はもっとそういう仕事

でも支給されるといいなと思いました。【30代・女・三花】 

3. 産後小さい子供を育てている女性が働くにはまだまだ厳しい現実がある。保育園の時間内に仕

事を終わらせなければならない→残業できない→大きな責任のある地位に付けない→男性が

優位になる→男性が役職に付く仕事の能力の有無に関わらず、家庭での仕事・子育て・介護の

負担を女性から減らさなければ改善できない。男性の古い認識から変える必要がある。【30代・

女・咸宜】 

4. よくわかりません。周りには”働いているから”を理由に家事・育児に手を抜いている人がたくさん

います。女性の意見は取り入れるべきとは思いますが、男女平等になりすぎて、さみしい子ども

が増えていてイジメが多くなっているのも事実です。その為不登校の子どもが多いのも事実で

す。男女共同～の前に何の罪のない子どもたちが楽しく学ぶ場（イジメのない）を作る事が先だ

と思います。家庭環境の大切さを今の子どもたちを見ていたらわかるはずです。【30代・女・桂

林】 

5. 問８で述べたように子供の幼少時は母親が家に居るべし、幼稚園・保育園に通わせるのは必要

だとおもうがなるべく子供のそばに居て、自分達で教育する事が大事と思う。共稼をしなければ

ならない経済状況もあるかも知れないが（カギっ子）を少なくする事。女体には子宮・乳房と男性

にない保育器官があり幼少時には多くの時間を持たせたい、動物の世界を見てもわかるように。

但し、祖父母の居る家はその点補う事が少しあるかも。親子のコミュニケーション不足。幼少期

の愛情、教育（しつけ）をしっかりやれる日本人を育ててもらいたい。社会的にとんでもない犯罪

の多い事、血縁者でもかんたんに危める、不登校・いじめが大きな問題になっている。幼少期に

キチンと教育しないと高学年になれば言う事を聞かなくなります。「雨 あめ降れふれもっとふ

れ、ジャノメで母さんむかえにくる♪♪」【60代・男・上津江】 

6. 既婚の女性はどうしても家庭を顧みないといけません。子供を産むのもお乳をあげるのも女性で

す。赤ちゃんの頃から保育園や子供園に預けるのも考えものだと思います。公務員は産休が１

年間などありますが他の人は両親などに手伝ってもらっています。男女共同参画社会も分かりま

すが女性は大変だと思います。【60代・女・光岡】 
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◆その他 

1. 根強い男性それぞれのイメージの固定観念を取り払わなければならない。そのためには小さい

子どもの時から教育と社会の取り組みが大切だと思う。【10代・男・西有田】 

2. どの活動にしてもまずは絶対にコミュニケーションをとる機会を与えて男女がお互いを知る事で

男女平等 になるのではないかと思います。【10代・男・桂林】 

3. 雰囲気づくりをよくする。【10代・女・桂林】 

4. そもそも男と女とに分けて考えている事がダメだと思う。【10代・女・咸宜】 

5. 男女かかわらず能力がない人間を登用することはやめてください。男性だから、女性だからとい

って登用出世させることは、市の損害、国の損害につながりますので、なぜ、男女共同参画社

会を目指すのかをもう一度良く考え業務にあたって下さい。【20代・男・光岡】 

6. 男が優先という考えをなくす。【20代・女・東有田】 

7. 経済を潤す。【20代・女・天瀬】 

8. お年を召されている方は、どうしても男性を信じている（尊重）部分がある。若い方の方が男女平

等意識が高いと思う。そういった環境は地域が作り出しているように感じる。【30代・女・光岡】 

9. 完全平等は厳しい。女性は出産ですべてが変わる。【30代・女・三花】 

10. 小学校の授業などで扱っていく。行事などは力仕事などが多いが、男性だから、女性だからで

はなくやれる人、できる人がする形。人にまかせるのではなく、みんなで行うような流れができた

らよいと思う。今回のアンケートにて勉強することができました。【30代・女・三花】 

11. 結婚してから九州に来たのですが、男性の家事に対する意識が低くておどろきました。もう少し

女は家にいるものという認識を変えて行動してほしいと思います。【30代・女・日隈】 

12. 女性が皆仕事をしたいわけではないと思う。男女が平等にというよりも、女性が仕事したい人は

できて、家庭にいたい人はいられる社会を実現した方が良いと思う。無理して育児と家事と仕事

を両立させる必要があるのかと思う。【30代・女・咸宜】 

13. 「男女平等」と意識すると逆に難しい気がしています。男女関係なく誰もが働きやすく誰もが育

児・家事・介護をしやすい環境や制度・支援が大切だと思います。意識改革を社会全体で・・・と

いうなかで出てきた「イクメン」や「ワーママ」ということばも根底に性差がありますしなかなか社会

全体の意識を変えるのは難しい気がします。働くことや発言力に関しては男性優遇な中、レディ

ーズデーは女性だけ割引のような女性優遇もあり、「男女関係とは何か」を深く考えると考える程

難しいと感じています。色々と難しいことはありますが、女性だからととらわれることなく、仕事や

地域その他場面で何か力になれることがあればやっていきたいと思います。【30代・女・咸宜】 

14. 昔からの男は上で女は下のような考えを持ってる人がいる限りなかなか難しい問題とは思いま

すが、自分の子供には男の子もある程度家事等はできるように育てていきたいと思ってます。

【30代・女・桂林】 

15. 今回、このようなアンケートに答えさせていただき、いろいろと気づく事ができたと思います。私

が今はたらかせていただいている所は職場はみなさんが家庭や町内行事などのいろんなことを

わかっていただいているので、たいへん、助かっています。男性も女性もみなさんどちらもいろ

んな事があると思いますが今度はみなさんと意見のこうかんなどができたらいいなと思います。よ

ろしくお願いします。ありがとうございました。【30代・女・西有田】 

16. このようなアンケート調査をぜひ継続して頂き、結果を公表して、市民の意識向上を図って頂け

たらと思います。【30代・女・東有田】 

17. 小さい頃からの教育はすごく大事だと思います。私達（４０前））世代は親が亭主関白だったり母

親が専業主婦が多くいたのが当たり前の世代でそれを見て育っているので、男性優位の社会

が当たり前と根付いている。それを嫌だなと思う反面変わらないだろうと思う気持ちもどこかにあ

る。男女平等の世の中がくるとは思えない（特に会社において）【30代・女・不明】 

18. お互いに尊重し理解、協力し合うことが大切。【40代・男・三芳】 

19. 職場や地域・家庭で女性が意見する事は増していると思いますが男性が共存する意識がうすい

様に思います。女性や高齢者をターゲットにした犯罪や詐欺の取り締まりを強く望みます。【40

代・男・日隈】 

20. 周知を増やしてもらうこと。【40代・男・東有田】 
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21. 男の脳をかえたい。家事は女がするものと思っている。気が向いたら多少するけど家事は毎日

女がする。共働きなのに・・・。【40代・女・若宮】 

22. お互いを尊重する。認め合う。依存しないことなど。【40代・女・咸宜】 

23. 男性も女性も意識を変えないといけないと思う。どちらがではなくお互いに・・。【40代・女・日隈】 

24. ・日田はとにかく田舎で人間が小さい人が多い。特に女性は気が強くおもいやりのない人が多

いと思う。私は長崎から来た人間ですが、何年経ってもこの人間関係になれない。どうにかして

ほしい！ 

・今の市長は何の改善もしてくれない気がする。どんどん市はさびれていく一方。旅館街や飲み

屋は昔の活気もない。不景気という言葉だけで片付ける事なく、努力をしてほしい。市民の税金

で市民の一票でそこにいるのであれば、何年後という計画をしっかりすべきだと思う。市議会の

人もそう！変なことに大切な市民の税金を使わず必要なもののために使ってほしいと思う。感謝

の気持ちを初心を忘れずに！あと、住みやすい街づくりをしっかりしてほしい。とにかく、家賃が

高すぎる！見なおしをして下さい！！夏は暑く、冬はすごく寒い。虫は多い、住みにくいのに、

家賃ぐらい下げろ！って話です！【40代・女・日隈】 

25. 男性はえらそうな態度をつつしむこと。女性はこびないこと。お互いを一人の人間として扱うこ

と。【40代・女・桂林】 

26. まだ年配の人の中には男性優位の風潮が残っているため、今すぐに男女共同参画社会という

のは無理のような気がする。これから先の人が男女共同参画社会を実現できるように学習してい

けばよいのではないか。【40代・女・桂林】 

27. 大人（ワンマンな大人、忖度する大人、コネのみの大人等）の男女平等教育。【50代・男・咸宜】 

28. 女性自身が積極的に色んな事に参加する勇気が必要、今は女性に役を振っても断るのが現実

なので、何故なのかを理解しないと前には進まないと思う。【50代・男・桂林】 

29. 現状では男優先の世界であるが、女性でも活躍している方が沢山出てきている。活躍している

女性の意見を聞き、活躍するまでの問題点等を洗い出しして、少しづつでも改善することが大

切と考える。人は認識していても、意識はすぐに変えられないため、意識を変えるには長いスパ

ンでが必要で、継続することで徐々に変わってくると思う。子供の時からの教育も大事だが、

色々な考え方をするのが多様性を認める根底となるため、すべての人が男女平等を絶対条件と

することは難しいことだと思う。【50代・男・高瀬】 

30. 男だから女だからという固定観念を無くしていく。家庭や教育現場での子供たちへの教育が大

切だと思う。【50代・女・咸宜】 

31. 男女共同参画の理解については地域差があると思う。【50代・女・咸宜】 

32. 最初にルールありき。男性女性何名ずつと最初に人数のルール決め。その後に改善しながら進

めていく事が大事。【50代・女・咸宜】 

33. 性別ではなく適材適所で人事する能力の開発も必要だと思います。【50代・女・前津江】 

34. 働く会社が増えるといいなーと思う。空いている土地も有るのに何故スーパー他をつくらないの

か不思議それに三本松の商店街とか見て下さい。ほとんど人しか通ってませんよね。考えが古

いからです。これでは他の市町村から遅れるのはあたり前。マーケティングリサーチをされたらい

かがなものでしょうか？（早い話がシャッター通り商店街又は素通り商店街ですよね）これでは”

男女共同参画社会”は実現しないのでは？今日田市の方々には”新しい風”を入れるのが先で

はなかろうか？と思っております。【50代・女・三芳】 

35. 女性が定年まで継続して（安心して）働ける様な社会にしてほしい。（結婚・出産・育児・介護の

場合）いろいろな制度・政策で仕事が続けられる環境を作ってほしい。【50代・女・日隈】 

36. 回答して事に関して出たデータを基に勉強会等をやれば良いがたぶんデータが〇〇ですで終

わる！【50代・女・大山】 

37. もっと、人に興味を持つ事が大事など思う。【50代・女・高瀬】 

38. 男性と女性はそもそも違うから共同参画は良いけど、平等ではない。男性はすべてにおいて出

来るけど女性は出来ない。【60代・男・天瀬】 

39. 女性が私は女だからとあまえる。積極的に何事にも参加していれば偏見はないと思う。【60代・

男・天瀬】 

40. 女性の能力、男性の能力を互いに生かす「しくみ」づくりが大切で押しきせで行う事ではないで

す。【60代・男・東有田】 
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41. 子供の頃から家や学校で教えてると思う。そうすれば、徐々に変わるのではないかと思います。

【60代・男・光岡】 

42. 子供達は男女共学で男女平等が身についてるのでそれをそのまま発揮できる社会の実現をす

ればいい。女性も引っ込みにならないようにするといい。【60代・男・三花】 

43. 子供の頃から教育と家庭内での教え、男と女の個性、能力の尊敬・尊重を忘れない様にする。

今社会、学校、地域等で活躍している女性が先陣を切って、後に続く女性達を引っ張ていって

ほしい。それを見守る優しい男性が育つ事を望みます。【60代・男・三芳】 

44. 平等意識。【60代・男・朝日】 

45. 男女平等を重視してほしい。【60代・男・桂林】 

46. 女性の場合、自ら参加しようとはなかなかしません。誘われれば行ってみます。募集していれば

申し込んでみます。私も時間がありますので、何でも参加してみたいです。何にでも協力してみ

たいです。何かお役にたてれる事があればいいなと思っています。募集してくれれば、申し込み

ます。日田ももっともっと住みやすい街作りを努力していくべきだと思います。７０才以上の議員

の男性はいりません。未来が想像できますか？もっと若い２０代３０代に席をゆずり今から生きて

いく人たちのために日田にしないと！！若者がイキイキしていない街に未来はありません。誰の

ために何をしたいか意識をしっかりはっきりさせること！！良くなるための事をしていれば必ず良

くなる。しかし、かってな思い込みは何の役にもたちません。どうしてほしいか？何をしてほしい

か？きくことです。【60代・女・三花】 

47. 情報の発信を細く広く行ってほしい。知らなかったと思う事が多い気がするのでまず知ってもらう

為にといういった方法を取るのか。又、学力だけではなく、本当にやる気のあるリーダーを中心

に活躍出来る場所や支援などの実現を望みます。【60代・女・咸宜】 

48. 家庭や職場、社会の中で、暴力やいじめのない環境作り、人がおだやかに暮らす事。人はスト

レスがかかると病気になったり他の人を傷つけたりするから。私は小さいころから親に暴力・暴言

を受けた。心に大きな傷は今になっても消す事は出来ないから。【60代・女・咸宜】 

49. 今年どこも高齢の方々が多くなっています。少しでも若い人達をとどめる方法はないのでしょう

か。仕事がない。都会にあこがれ出ていってしまいます。帰ってこいよといいたくなります。【60

歳・女・天瀬】 

50. 何も知らず生活している事が恥ずかしい気がしています。「男女共同参画社会」まずは家族が

円満である事だと思います。そして、やりがいのある仕事場・・・そうすれば自ずと社会に目がつ

いていくと思います。【60代・女・若宮】 

51. 男性優位の意識改革が子供の頃からの意識改革が必要だと思う。成人して平等だと聞いても

遅いと思う。【60代・女・若宮】 

52. 企業や行政の意識改革。女性が安心して仕事が出来る様職場環境。男の意識改革が必要だと

思う。【60代・女・桂林】 

53. いろいろな会議審議会に男女とも同じ人がなっているように思われます。担当課の調整も必

要！委員がダブらないようにしたら（安易に○○会長とかで選出するのではなく）女性の登用も

増加する可能性は高くなると思います。このアンケートは仮説に基づくもののように感じられま

す。”もともとアンケートは仮説を証明するものですから、新たな発見は少ないと思います。”【60

代・女・若宮】 

54. ５年前に定年して臨時で働いています。なぜ働くのかなと考えた事がありました。第一は経済的

理由でその次が子供が小さい頃子供から「誰に投票するの？」ときかれ、選挙の時期になると誰

に投票して良いか分からず、せめて、自分の考えで投票しないと TVや新聞、そして職場での

話し合いの中から情報を集めてました。職場では男性の方が昇進も早く不公平もありましたがい

つのまにか実力主義の見方がウエイトをしめて、能力のある女性の方が上になっていったと思

います。定年近くになって、やっと気がついた事がありました。女性は目の前の事案に対しては

すぐに反応して大さわぎして、終息しようとしますが男性は大局を見て対処している所があり、ど

ちらも必要だなと思いました。お互いに支え合いながらいつまでも若くないので、自分でできる

事は進んでやって行き仕事の他にやってみたかった事は全部やりたいと考えています。【60

代・女・西有田】 
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55. 夫婦で果樹園をしているので仕事は共に同じです。２人で話し合いながら仕事をしています。昭

和生まれで大正時代の親と暮らしていたので男性中心の生活でしたが子供達は割に平等に暮

らしている様に思います。【60代・女・夜明】 

56. 女性の力を信じる事だ。【不明】 

57. 家庭では互いに理解し合い話し合って計画を進めて行くことが大切。職場、学校地域では有資

格者、経験豊富者が優先される（当たり前だが）ので全てが平等という訳には行かないが、社

会、組織を牽引出来るなら男女平等共同参画でよい。【70歳以上・男・咸宜】 

58. おたがいにたすけ合う心をやしない、おれがおれがはだめ。世の中は男だけでは生きていけな

いです。【70歳以上・男・咸宜】 

59. 女性の意識改革と男性の反省。【70歳以上・男・咸宜】 

60. 小さい頃から男だから女だからの教育を考え直すことからが大事。【70歳以上・男・光岡】 

61. 女性が強くなってきている。今は女性がしっかり意見が言えるので、多くなりすぎなくても平等と

いえるくらいになっている。今のままで良い。【70歳以上・男・五和】 

62. 長い年月の男尊女卑的な考えの方が DNAに組込まれている日本社会。幼年より男女平等教

育を徹底する必要があり、又女性の社会進出が安易に成る様な育児施設、介護施設及び職場

作りが必要である。又公的機関でも女性を積極的に採用すること。【70歳以上・男・桂林】 

63. 自営で他所で働いた事がないので解りませんが今皆さん女性の方が働いていますが、そんな

に働きにくいのでしょうか？女性が本腰を入れて働けば男性は負けないと思います。統計の仕

事か経理とかは女性の方がきっちりする人が多いと思います。女性リーダーの育成に力を入れ

て女性が男性と堂々と渡り合えるようにしたら良いのではと思います。男女平等と言う言葉が飛

び交って何だかおかしいと思います。元々平等なんですから不思議です。社会全体で男らし

く、女らしくお互いに支え合って行くべきで男女平等とことさら叫び続ける事の方がこの進んだ

日本では考えられません。【70歳以上・男・桂林】 

64. すべての面で女性の登用を促進する事。【70歳以上・男・若宮】 

65. 意識改革が必要。（時間がかかると思う）【70歳以上・男・若宮】 

66. 女性が多い世の中だからもっと女性が自信をもって前面に（あらゆる面で）出て仕事をし、意見

を出しても良いと思う。【70歳以上・男・高瀬】 

67. 意識の改革が必要ではないか？【70歳以上・男・天瀬】 

68. 男女平等！！（全ての社会において基本であると思う）【70歳以上・男・夜明】 

69. DVのため私の人生は大きく変わり、大変なつらい人生でした。男女共同参画の委員をさせて

頂いたおかげで、DV という内容を詳しく学んだことで、勇気を出して一歩踏み出すことにより離

婚がやっと出来ました。私の場合は実家の近くに嫁いだことで、なかなか別れられなくて、困りま

した。でも、学びの場があったことで目が覚めて、自分の幸せ、子供の幸せを考え、調停のおか

げで別れられました。現在は７３才。高齢となり一人暮らし年金も少なく心細いですが、心は豊か

で幸せを感じられています。世間にはとても、DVは多くいつも相談を受けます。心から助けてあ

げています。政策的にも生活面でも支援が重要だと、つくづく思います。行政は見落としが多く

真剣に取り組んで下さい。私は毎日を一日一日大切に生きていくことで・・・もうじき後期高齢者

です。平成１４年に策定されましたが、今だに現実味を感じません。多くの女性が DVで悩んで

いることを、感じてほしいです。【70歳以上・女・三花】 

70. 男女が認めあることでそれぞれを発揮できるのではないかと思います。【70歳以上・女・天瀬】 

71. 家事、育児、介護等、女性に負担がかかりますので、家族の理解、男性の協力が必要と思いま

す。【70歳以上・女・桂林】 

72. このアンケートの意図に反するようですが、男とか女とか役割が従来あった（家庭を守るとか・・・）

そのものがくずれていくことはあまり好ましいとは思わない。例、父親がおんぶして買い物をして

母親が先頭を歩いている・・などみかけると女性は子育ての喜びを男性にゆずっているように思

える。【70歳以上・女・不明】 
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男女共同参画社会づくりのための意識調査 

市民アンケートのご協力のお願い 

令和元年度 

日ごろから、市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

日田市では、平成２３年に「第２期日田市男女共同参画基本計画」（平成２３年度～令和２年度）を策定し、

男女の区別なく互いに認め合う男女共同参画社会の実現に向けて様々な取組を進めています。 

今回の調査は、次期の「第３期日田市男女共同参画基本計画」の策定に当たって、市民の皆様の男女

共同参画に関するお考えや実態をお聞きし、今後の施策を充実させていくための資料とすることを目的に

実施するものです。 

調査の対象として、日田市内に住む１６歳以上の男女１，７００人の方を無作為に選ばせていただいたと

ころ、あなた様にアンケートのご協力をお願いすることになりました。調査は無記名でお答えいただくもので、

その内容を調査以外の目的に使用することはありません。 

 お忙しいところ恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

令和元年５月                 

  

                        

 

   

１． 回答をお願いするのは、封筒の宛名の方です。必要に応じご家族等にご協力いただき、ご記入

をお願いします。 

２． ご記入は、鉛筆、ボールペン（黒又は青）などでお願いします。 

３． 調査票並びに返信用封筒にあなたの住所、氏名の記入は不要です。 

４． 調査票は、同封の返信用封筒に入れ５月３１日（金）までにご投函ください。 

５． 切手は必要ありません。 

 

      

1. ア ド レ ス （https://www.egov-oita.pref.oita.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=pmgX9KM5）を入

力するか、下記二次元コードを読み取り、アクセスしてください。 

       

2. 電子調査票につながりますので、画面に表示される案内に従って回答を入力してください。 

3. ５月３１日（金）までにご回答ください。 

 

※ご質問やご不明な点等がございましたら、下記までお問い合わせください。 

（問合せ先）日田市 企画振興部 まちづくり推進課 

市民協働・男女共同参画推進係  電話：0973-22-7515（直通） 

 

 

調査票で回答する場合 

 

パソコン、スマートフォンで回答する場合 

 

日田市長     

https://www.egov-oita.pref.oita.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=pmgX9KM5
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あなたご自身についておたずねします 

それぞれ、あてはまる番号に○印をつけてください。 

問１ あなたの性別は、次のうちどれですか。 

1．男   2．女   3．その他 

※「その他」について 

性の有り方は多様で、自分の性を男性または女性に決められない（決めたくない）人々がいるた

めです。たとえば、Ｘジェンダー（出生時に割り当てられた女性・男性の性別のいずれでもないと

いう立場をとる人々）などです。  

昨今では、当事者が生活しやすい環境を整えるために行政や企業などの取り組みが進められて

います。 

 

 

問２ あなたの年齢は、次のうちどれですか。 

1．16～19歳   2．20～29歳   3．30～39歳 

4．40～49歳   5．50～59歳   6．60～69歳 

7．７０歳以上 

 

 

問３ あなたは現在、働いていますか。 

   あてはまるものに○をつけてください。 

１．働いている 

ア．自営業（農林漁業）またはその家族従業員  

イ．自営業（商工業・サービス業・建設業・開業医等）またはその家族従業員 

ウ．会社員・公務員・団体職員などの正職員・正規職員  

エ．アルバイト・パート・臨時雇用 

オ．その他（          ） 

2．働いているが、今は休業中（今後、同職への復職の予定が決まっている方） 

3．働いていない                          

    ア．学生 

    イ．専業主婦・主夫（外で働いておらず専ら家事に従事している方） 

    ウ．無職（外で働いておらず家事にも従事していない方）  

 

 

問４ 現在、あなたは結婚（事実婚を含む）していますか。 

１．結婚している（事実婚を含む）   ２．結婚していない 

３．結婚していたが離別・死別した 

    ＊２、３と答えた方は、問 6へ 
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問５ 「問４」で１と答えた方におたずねします。 

   あなたは共働き（夫婦とも収入の伴う仕事をしている）ですか。 

１．共働きである   ２．共働きでない   ３．夫婦共に働いていない 

 

 

問 6 あなたのご家族の構成は次のどれにあてはまりますか。 

 

１．一人暮らし  ２．夫婦のみ  ３．親と未婚の子（二世代世帯） 

４．親と子ども夫婦（二世代世帯）  ５．親と子と孫（三世代世帯） 

６．その他の世帯（１～５のいずれにもあてはまらない世帯） 

 

 

問７ あなたはどの地域に住んでいますか。 

 

 

１．日 隈   ２．若 宮   ３．咸 宜   ４．桂 林   ５．三 芳  

６．光 岡   ７．高 瀬   ８．朝 日   ９．三 花  １０．西有田  

１１．東有田  １２．小 野  １３．大 鶴  １４．夜 明  １５．五 和 

１６．前津江  １７．中津江  １８．上津江   １９．大 山  ２０．天 瀬 
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男女の意識についておたずねします 

問８ 「男は仕事、女は家庭」と性別によって役割を固定する考え方がありますが、あなたは

それについてどう思いますか。あなたの考えに最も近いものを１つだけ選び○印をつけて

ください。また、なぜそう思うか理由をお書きください。 

１．賛成  ２．どちらかといえば賛成  ３．どちらともいえない   

４．どちらかといえば反対  ５．反対  ６．わからない 

   理由                            

 

 

 

問９ あなたは、次の分野において男女平等がどの程度、実現されていると思いますか。a～ｈ

のそれぞれについて、あなたの考えに最も近い番号を１つだけ選び○印をつけてくださ

い。 

 

項     目 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
が

優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

ａ．家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ｂ．職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ｃ．地域 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ｄ．学校教育 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ｅ．政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ｆ．法律や制度の上 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ｇ．社会通念・慣習・しきた

り 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

ｈ．社会全体 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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家庭生活についておたずねします 

問１０ あなたの家庭では、次の役割を主に誰がしていますか。ａ～ｉのそれぞれについて、

あなたの家庭にあてはまる番号を１つだけ選び○印をつけてください。 

 

項 目 

主に 

夫または

父 

主に 

妻または

母 

夫婦（父

母） 

で協力して 

その他の

家族 
本人 

ａ．家計の管理 １ ２ ３ ４ ５ 

ｂ．食料品などの買い物 １ ２ ３ ４ ５ 

ｃ．食事のしたく １ ２ ３ ４ ５ 

ｄ．食後の片付け    １ ２ ３ ４ ５ 

ｅ．掃除・洗濯                １ ２ ３ ４ ５ 

ｆ．町内行事等への参加 １ ２ ３ ４ ５ 

 

以下は、子どもがいる方のみお答えください。 

ｇ．育児・子どものしつけ １ ２ ３ ４ ５ 

ｈ．学校や保育園、こども園行事

への出席 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

以下は、介護を必要とする高齢者がいる方のみお答えください。 

ｉ．高齢者の世話・介護 １ ２ ３ ４ ５ 
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問１１ 男性と女性が共に家事・育児・介護・地域活動等に参加するためには、どのようなこ

とが必要だと思いますか。あなたの考えに近いものを２つまで選び○印をつけてくださ

い。 

１．こどもの頃からの家庭教育 

２．学校における男女平等教育 

３．家事等に参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす取組み 

４．夫婦や家族間で、コミュニケーションをよくはかること 

５．職場での研修や労働時間短縮、育児・介護休業を取りやすくする環境づくり 

６．性別役割分担意識や慣習などを改める社会啓発 

７．その他（具体的に                             ） 

    

※育児・介護休業は、制度を利用した休みで、労働者の権利が守られており、権利を行使するため

の条件や各種給付金の受給資格制度などがあります。職場復帰も保障されています。 

 

 

 

 

 

仕事についておたずねします 

問３で１.働いている、２.働いているが今は休業中と答えた方は問１２へ 

   ３.働いていないと答えた方は問１５へお進みください。 

 

問１２ 「問３」で１または２と答えた方におたずねします。２と答えた方も仕事をしている

ところでお答えください。 

あなたと仕事の関係は次のどれですか。あてはまるものを１つだけ選び○印をつけて

ください。 

１．学校を卒業して以降、ずっと働いている 

２．働いていたが、結婚・出産・育児のため退職し、再び働いている 

３．働いていたが、その他の事情で退職し、再び働いている 

 

問１３ あなたの職場では、女性は男性に比べ、仕事の内容や待遇面で差別されている 

と思いますか。あてはまるものを１つだけ選び○印をつけてください。 

１．差別されていると思う   ２．差別されていないと思う   

３．わからない 

    ＊２、３と答えた方は、問１６へ 
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問１４ 「問１３」で１と答えた方におたずねします。 

それは具体的にどのようなことですか。あてはまるものを２つまで選び○印をつけて

ください。 

１．賃金に格差がある 

２．昇進・昇格に差別がある 

３．能力を正当に評価しない 

４．補助的な仕事しかやらせてもらえない 

５．幹部職員に登用しない 

６．結婚や出産をすると勤めることが続けにくい雰囲気がある 

７．定年まで勤めることが続けにくい雰囲気がある 

８．研修・訓練を受ける機会が少ない 

９．その他（具体的に                            ） 

 ＊問１６へ 

 

 

問１５ 「問３」で３と答えた方におたずねします。 

あなたと仕事の関係は次のどれですか。あてはまるものを１つだけ選び○印をつけて

ください。 

１．定年退職した 

２．働いていたが、結婚・出産・育児のため退職した 

３．働いていたが、介護のため退職した 

４．働いていたが、その他の事情で退職した 

５．学校を卒業して以降、ずっと主婦（主夫）・家事手伝いをしている 

６．これまで働いたことはない 

７．学校をまだ卒業していない 

 

 

問１６ 仕事と家庭生活両立のために、どのようなことが必要だと思いますか。あなた 

の考えに最も近いものを１つだけ選び○印をつけてください。 

１．男女が共に家事・育児・介護などの家庭生活を協力しあう 

２．育児や介護のための支援施設やサービスの充実 

３．男女が共に育児・介護休業を取りやすい環境づくり 

４．週休二日制や労働時間の短縮など、多様で柔軟な働き方を推進する 

５．その他（具体的に                          ） 
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問１７ 女性が生涯にわたり仕事を続けるためには、どのような支援や改善が必要だと 

思いますか。あなたの考えに近いものを３つまで選び○印をつけてください。 

１．夫や家族の協力 

２．女性が働くことを妨げている社会全般の意識・慣習の改革 

３．保育・介護・家事の支援施設やサービスの充実 

４．労働条件の改善（昇進・昇格など待遇格差解消など） 

５．企業などにおける育児・介護休業制度などの充実 

６．多様な雇用形態（在宅勤務、時間短縮労働など） 

７．就職（再就職）に関する情報の提供・制度の充実 

８．就職（再就職）のための技能研修などの充実 

９．その他（具体的に                          ） 

 

 

問１８ あなたは、男性が育児・介護休業を取ることについて、どのように考えますか。あて

はまるものを１つだけ選び○印をつけてください。 

１．男性が育児・介護休業を取ることに賛成 

２．男性が育児・介護休業を取る必要はない 

３．わからない 

 

 

問１９ あなたは、男性が育児・介護休業を取りづらい理由は何だと思いますか。 

あてはまるものを２つまで選び○印をつけてください。 

１．仕事が忙しい 

２．取ると経済的に困る 

３．取ると仕事上周りの人に迷惑がかかる 

４．取ると人事評価や昇給などに悪い影響がある 

５．過去に取った男性がいない（前例がない） 

６．職場に取りやすい雰囲気がない 

７．男性が取ることについて、社会全体の認識が十分にない 

８．その他（具体的に                          ） 

 

 

問２０ 農林漁業・サービス業等の自営業（問３で１働いている（ア・イ）と答えた方） 

に従事されている方におたずねします。事業経営の方針などは誰が決定していま 

すか。あてはまるものを１つだけ選び○印をつけてください。 

１．主に夫または父      ２．主に妻または母 

３．夫婦（父母）で話し合い  ４．本人      ５．その他 
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地域活動についておたずねします 

問２１ あなたは、女性が地域の集まりや作業の中で、男性と共に参加しにくい、あるいは男

性と同じようには発言しにくいという雰囲気や状況があると思いますか。あてはまるも

のを１つだけ選び○印をつけてください。 

１．あると思う 

２．ないと思う 

３．わからない          

 ＊２、３と答えた方は、問 23へ 

 

問２２ 「問２１」で１と答えた方におたずねします。 

それはどんな雰囲気や状況だと思いますか。あてはまるものを２つまで選び○ 

印をつけてください。 

１．男性が主となって催し物の企画や役員などを決定する 

２．男性が中心になっている活動と女性が中心になっている活動に分かれている 

３．集会で女性だけがお茶出し・調理をするなど、役割分担がある 

４．地域の活動で女性が発言することは、出しゃばりと思われがちである 

５．地域活動に自由に参加できるような家族の理解や協力がない 

６．その他（具体的に                          ） 
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ドメスティック・バイオレンス（DV）についておたずねします 

※DV とは、「配偶者や恋人など親密な関係にある、又はあった者から振るわれる暴力」という意味です。 

問２３ あなたは、この５年間に、配偶者や恋人など親しい関係にある人との間で次の 

ようなことをしたり、されたりしたことがありますか。ａ～ｊのそれぞれについ 

て、あてはまる番号を１つだけ選び○印をつけてください。 

 

項 目 
したことが

ある 

されたこと

がある 
ない 

身体的 

暴力 

ａ．殴る、蹴る、たたく、突き飛ばす １ ２ ３ 

ｂ．命の危険を伴う暴力 １ ２ ３ 

精神的 

暴力 

ｃ．大声でどなって威嚇（いかく）する １ ２ ３ 

ｄ．家具や食器などを投げたり壊したりしておど

す  
１ ２ ３ 

ｅ．何を言っても長時間無視し続ける １ ２ ３ 

ｆ．交友関係や電話・外出・メール等を細かく監

視する 
１ ２ ３ 

経済的 

暴力 

ｇ．生活費等の必要なお金をわたさない １ ２ ３ 

ｈ．お金の使い道を細かく監視・制限する １ ２ ３ 

性的 

暴力 

ｉ．見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌

を見せる 
１ ２ ３ 

ｊ．嫌がるのに性的な行為を強要する １ ２ ３ 

 

＊a～ｊについて、全てないと答えた方は、問２６へ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

72 

 

 

 

 

問２４ あなたは、この１年間に、配偶者や恋人など親しい関係にある人との間で次の 

ようなことをしたり、されたりしたことがありますか。ａ～ｊのそれぞれについ 

て、あてはまる番号を１つだけ選び○印をつけてください。 

 

項 目 
したことが

ある 

されたこと

がある 
ない 

身体的 

暴力 

ａ．殴る、蹴る、たたく、突き飛ばす １ ２ ３ 

ｂ．命の危険を伴う暴力 １ ２ ３ 

精神的 

暴力 

ｃ．大声でどなって威嚇（いかく）する １ ２ ３ 

ｄ．家具や食器などを投げたり壊したりしておど

す  
１ ２ ３ 

ｅ．何を言っても長時間無視し続ける １ ２ ３ 

ｆ．交友関係や電話・外出・メール等を細かく監

視する 
１ ２ ３ 

経済的 

暴力 

ｇ．生活費等の必要なお金をわたさない １ ２ ３ 

ｈ．お金の使い道を細かく監視・制限する １ ２ ３ 

性的 

暴力 

ｉ．見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌

を見せる 
１ ２ ３ 

ｊ．嫌がるのに性的な行為を強要する １ ２ ３ 

 

問２５ 「問２３」「問２４」で１つでも「されたことがある」と答えた方におたずねします。

誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。あてはまるものすべてに○印をつけてく

ださい。 

１．家族に相談した 

２．友人、知人に相談した 

３．民生委員、自治会長、人権擁護委員などに相談した 

４．警察に連絡・相談した 

５．婦人相談所（配偶者暴力相談センター）やその他の公的な機関（市役所など）に相談した 

６．弁護士に相談した 

７．相談しなかった、できなかった（理由は                    ）   
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政策決定の場への女性の参画についておたずねします 

問２６ 本市では、平成３１年度までに審議会等の女性登用率３５％を目指しています 

が、平成３０年４月１日現在は２９．７％という状況です。あなたは、審議会へ参画す

ることについてどう思いますか。あてはまるものを１つだけ選び○印をつけてください。 

※審議会とは、市の政策や運営方法についての意思決定にあたって設置する諮問機関。例：

日田市男女共同参画審議会、日田市都市計画審議会 

１．男性が多い方がよい   ２．女性が多い方がよい 

３．男女半々がよい     ４．わからない 

 

 

問２７ あなたは、審議会等に女性委員が少ない理由は何だと思いますか。 

あてはまるものを２つまで選び○印をつけてください。 

１．男性優位の社会の仕組みや制度がある 

２．男性がなる方がよい（なるものだ）という社会通念がある 

３．会議や決め事に女性が関わる機会が少なく慣れていない 

４．行政に関心のある女性が少ない 

５．登用に対して女性の認識や理解が足りない 

６．家族の理解・協力が得られない 

７．社会・経済団体の代表者に女性が少ない 

８．その他（具体的に                               ） 
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男女共同参画の実現に向けておたずねします 

問２８ あなたは次の項目について知っていますか。項目ごとに１つずつ選び〇印を  

つけてください。 

 

 

項 目 
内容まで知っ

ている 

聞いたことはあるが

内容は詳しく知らな

い 

 

まったく知らない 

 

① 男女共同参画社会 

 

１ ２ ３ 

 

② ワーク・ライフ・バラン

ス 

 

１ ２ ３ 

③ 女性の職業生活にお

ける活躍の推進に関

する法律 

１ ２ ３ 

④ 政治分野における男

女共同参画の推進に

関する法律 

１ ２ ３ 

 

※①「男女共同参画社会」とは、「男だから」「女だから」に関係なくお互いに人として認め合い、支

え合いながら、自分のやりたいこと、好きなことができる誰もが自由で生き生きと活躍すること

ができる社会のことです。 

 

※②「ワーク・ライフ・バランス」とは、生活の充実によって仕事がはかどりうまく進む。仕事がう

まくいけば私生活も潤うといった生活と仕事の相乗効果のことです。（仕事と生活の調和） 

 

※③「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」とは、仕事をしている

（しようとしている）女性が、自らの意思を大切にしながら仕事と家庭生活や地域での活動を両

立しやすいように設けられた法律です。 

 

※④「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」とは、衆議院、参議院および地方議会の

選挙において、男女の候補者の数ができる限り均等となることを目指したもので、国や地方公共

団体、政党の責務、努力が示されたものです。 
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問２９ あなたは、男女共同参画社会の実現のために、今後どのような取組みが必要だ 

と思いますか。あてはまるものを３つまで選び○印をつけてください。 

１．男性の男女共同参画に対する意識改革の促進 

２．女性の能力向上のための学習・研修の充実（女性リーダーの育成） 

３．女性の就業支援のための情報提供や職業訓練 

４．女性に対する暴力の根絶と被害者に対する救済対策 

５．男女が共に家庭や地域で活動しやすい環境づくり 

６．男女が共に仕事と子育て・介護などを両立できる支援 

７．男女が共に働きやすい就労環境づくり 

８．子どもの頃からの男女平等教育の推進 

９．固定的な性別役割分担意識を解消するための学習・研修の充実 

１０．企業や行政機関などの役職や管理職、各審議会委員などに女性の登用を促進 

１１．その他（具体的に                             ） 

 

 

問３０ 男性と女性が、職場・学校・地域・家庭で、それぞれの個性と能力を発揮でき 

る「男女共同参画社会」を実現するために、ご意見がありましたらご記入くださ 

い。 

【回答欄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    以上で調査を終了いたします。ご協力ありがとうございました。 

 


